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　 8月１日㈮、郷土資料館で『夏休み工作教
室』万華鏡制作が開催されました。
　参加した親子26人は、筒に鏡を取り付け、
側面に色紙を巻き、思い思いのビーズなどを
入れて、自分だけの万華鏡作りに挑戦してい
ました。

どんな模様ができるかな

2014.9
NO.767

１、GooglePlay・AppStoreから
　　無料アプリ
　　「junaio」を
　　ダウンロード

２、必ずこの
　　QRコード
　　をスキャン

３、左上の「広報のぼりべつ」
　　ＡＲ動画マークに
　　スマートフォン
　　をかざす

2014.9
NO.767

夏休み工作教室の動画を
再生できます



地震発生時の行動指針
大きい地震
が発生

揺れ到達の数秒
　～数十秒前

揺れ
到達

緊急地震速報
※震源に近い地域では緊急地震速報が
　強い揺れに間に合わないことがあり
　ます。
•最大震度5弱以上が想定される場合、
　テレビやラジオ、携帯電話などを通
　じて緊急地震速報が発表されます。
•速報発表から強い揺れが来るまでの
　時間は、数秒から数十秒です。
•自分の身（特に頭）を守るため、
　速報を最大限に活用しましょう。

発生直後
■頭を隠すなど、自分の身を守る
■津波や崖崩れの恐れがあるときは、
　直ちに避難する

１～2分

■コンロの火を消し、ガスの元栓を
　閉める
■家族の安全を確認する
■ドアや窓を開けて、逃げ道を確保
　する 

3分
■靴を履き、ガラスの破片などから
　足を守る
■非常持出品を手近に用意する

5分

■ラジオなどで情報を入手し確認す
　る
■家屋倒壊などの恐れがあるときは
　避難する
■離れた家族の安否を確認する

10分
■再度火の元を点検する
■隣近所の安全を確認する
■隣近所で協力して消火・救出活動
　をする

～3日くらい
■生活必需品は備蓄で賄う
■災害情報、被害情報を収集する
■壊れた家には入らない
■引き続き余震に警戒する

避難生活では ■集団生活のルールを守る
■助け合いの心を持つ

余
　
震
　
に
　
注
　
意

まず低く
DROP!

頭を守り
COVER!

動かない
HOLD ON!

シェイクアウト　～地震発生時の安全確保行動～
　地震発生時には激しい揺れに襲われ、何かが落下してくるかも
しれません。そのようなときに身を守る行動が『シェイクアウト』
です。いざというときに備え、自宅や職場、町内会などで日頃か
ら訓練しておきましょう。
●地震が起きたら
　室内にいるとき：その場でシェイクアウトを実施しましょう。
　屋外にいるとき： 建物、木、電柱や電線から離れた場所を探し、

そこでシェイクアウトを実施しましょう。

シェイクアウトの手順

地震から
身を守る

　

平
成
26
年
7
月
8
日
18
時
5
分
ご
ろ
、
石
狩
地
方
南
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、

白
老
町
で
震
度
５
弱
、
登
別
市
で
震
度
3
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
日
頃
か
ら
地
震
や
災
害
に
備
え
、
災
害
時
に
は
自
分

で
身
の
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
て

特集

問
い
合
わ
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
１
３
０
）
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大きな揺れを感じたとき大きな揺れを感じたとき～こんな場所で地震に遭ったら～～こんな場所で地震に遭ったら～

■屋内にいた場合

■屋外にいた場合

■
自
宅
で
は

• 

テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ッ
ド
の
下
な
ど
に
も

ぐ
っ
て
身
を
守
る
。

• 

調
理
中
は
、
す
ぐ
に
火
を
消
す
。
台
所

は
食
器
棚
や
冷
蔵
庫

な
ど
危
険
な
物
が
多

い
た
め
、
で
き
る
だ

け
早
く
離
れ
る
。

■
集
合
住
宅
で
は

• 

ド
ア
や
窓
を
開
け
て
逃
げ
道
を
確
保
す

る
。

• 

避
難
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
絶
対
に
使
用

し
な
い
。

■
デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
で
は

• 

商
品
の
落
下
や
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
転
倒
、

ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注
意
す
る
。
柱
や
壁

際
に
身
を
寄
せ
、
手
荷
物
で
頭
を
守
る
。

• 

あ
わ
て
て
出
口
に
殺

到
す
る
と
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
な
る
こ
と
も

あ
り
危
険
。
店
員
の

指
示
に
従
っ
て
行
動

す
る
。

■
職
場
で
は

• 

窓
際
や
ロ
ッ
カ
ー
、
資
料
棚
な
ど
か
ら

離
れ
て
、
机
の
下
な
ど
に
入
り
身
を
守

る
。

• 

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
ガ
ス
湯
沸
か
し
器

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

な
ど
、
火
元
を
確
認

す
る
。

■ 

海
岸
・
崖
の
近
く
で
は

• 

海
岸
に
い
た
場
合
、
直
ち
に
高

台
や
近
隣
の
高
い
建
物
、
指
定

の
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
。

• 

崖
の
近
く
に
い
た
場
合
、

崩
れ
る
危
険
の
あ
る
場

所
か
ら
す
ぐ
に
離
れ
る
。

■
車
の
運
転
中
は

• 

急
ブ
レ
ー
キ
は
事
故
の
原
因
と

な
る
た
め
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
、
道
路
の
左
側
に
停

止
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。

• 

揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
は
、
車
外

に
出
ず
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
で

情
報
を
確
認
す
る
。

• 

車
を
離
れ
る
と
き
は
貴
重
品
を

持
ち
、
鍵
は
付
け
た
ま
ま
で

ロ
ッ
ク
も
し
な
い
。

■
路
上
で
は

• 

手
荷
物
な
ど
で
頭
を
守
り
、
広

場
な
ど
へ
移
動
す
る
。

• 

繁
華
街
で
は
、
ガ
ラ
ス
や
看
板

な
ど
の
落
下
物
、
自
動
販
売
機

の
転
倒
に
注
意
す
る
。
住
宅
街

で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱
か
ら

離
れ
る
。

• 
橋
の
上
に
い
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
避
難
す
る
。

■
駅
の
ホ
ー
ム
で
は

• 

掲
示
板
や
看
板
な
ど
の
落
下
物

に
注
意
す
る
。

• 

改
札
口
に
殺
到
す
る
と
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
た
め
、
大
き
な
揺
れ

が
収
ま
る
ま
で
近
く
の
柱
に
寄

り
添
い
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
従
い

落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

■
電
車
や
バ
ス
の
中
で
は

• 

急
停
車
に
備
え
、
つ
り
革
や
手

す
り
に
し
っ
か
り
と
つ
か
ま
る
。

• 

棚
か
ら
の
物
の
落
下
に
備
え
、

手
荷
物
な
ど
で
頭
を
保
護
す
る
。

• 

勝
手
に
車
外
に
出
た
り
、
窓
か

ら
飛
び
出
し
た
り
せ
ず
、
係
員

の
指
示
に
従
い
、
落
ち
着
い
て

行
動
す
る
。

■
学
校
で
は

• 

先
生
や
校
内
放
送
の
指
示
に
従
う
。

• 

教
室
に
い
る
と
き
は
、
す
ぐ
机
の
下
に

も
ぐ
り
、
机
の
脚
を
し
っ
か
り
つ
か
む
。

• 
本
棚
や
窓
か
ら
離
れ
、

安
全
な
場
所
に
移
動

す
る
。

■
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
は

• 

最
近
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
地
震
の
揺

れ
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
最
寄
り
の

階
に
停
止
す
る
の
で
、
そ
こ
で
降
り
る
。

自
動
で
停
止
し
な
い
場
合
は
、
全
て
の

階
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
停
止
し
た
階
で

外
に
出
る
。

• 

万
が
一
閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合
は
、
非

常
ボ
タ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
外
部
と

連
絡
を
取
り
、
救
出
を
待
つ
。

西口 トイレ エレベーター
エスカレーター 東口
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時速 800km

津波の高さの変化

時速 250km 時速 80km 時速 36km

5000m

500m
50m 10m

第3波
第2波

第1波

携帯電話各社サイト
トップメニューにアクセス

『災害用伝言板』を開く

『登録』を
選択

『確認』を
選択

状態・コメ
ントを入力

確認したい
人の携帯番
号を入力

伝言の録音方法 伝言の再生方法

171に
ダイヤル

171に
ダイヤル

ガイダンスが
流れます

ガイダンスが
流れます

録音の場合
1

再生の場合
2

固定電話の
番号を入力

固定電話の
番号を入力

利用方法

地震対策地震対策～家族との連絡方法を確認する～～家族との連絡方法を確認する～

津波対策津波対策～津波の危険性を理解する～～津波の危険性を理解する～

■電話会社が震度６弱以上の地震発生時などに提供するサービス

■知っておきたい津波の特徴

川をさかのぼる 繰り返し押し寄せる

■ 

災
害
用
音

声
お
届
け

サ
ー
ビ
ス

■ 

災
害
用
伝

言
板

『
ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ

１
７
１
』

■ 

携
帯
電
話
の
災
害
用
伝
言
板

■ 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

『
１
７
１
』

深海ではジェット機
並みのスピードで進む

　

津
波
の
速
さ
は
海
底
の
深
さ

に
応
じ
て
変
化
し
、
深
い
場
所

で
は
速
く
、
浅
く
な
る
に
し
た

が
っ
て
遅
く
な
り
ま
す
。
5
千

㍍
の
深
海
で
は
時
速
800
㌔
㍍
と
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み
の
ス
ピ
ー
ド

で
進
み
ま
す
。
水
深
10
㍍
で
は

時
速
36
㌔
㍍
ま
で
減
速
し
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
陸
上
短
距
離
の

世
界
記
録
並
み
の
ス
ピ
ー
ド
で

す
。

　

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信

に
よ
り
送
信
・
保
存

で
き
ま
す
。
主
に
ス

マ
ー
ト
ホ
ン
か
ら
の

利
用
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
経
由

し
て
伝
言
板
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
、
固
定
ま

た
は
携
帯
電
話

の
番
号
を
使
い
、

安
否
情
報
を
文

字
で
登
録
で
き

ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
番
号
を
使
い
、
文
字
で
安
否
情
報

を
登
録
で
き
ま
す
。

　

固
定
電
話
の
番
号
を
使
い
、
音
声
で
安
否
情
報

を
登
録
で
き
ま
す
。

　

津
波
は
反
射
を
繰
り
返
し
て
第

2
波
、
第
3
波
と
何
度
も
沿
岸
に

押
し
寄
せ
ま
す
。
陸
で
反
射
し
た

津
波
が
予
期
し
な
い
海
岸
に
押
し

寄
せ
、
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
は
第
１
波
が
最
大

で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
最
初

の
波
が
小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
、

安
心
し
て
自
宅
な
ど
に
戻
る
の
は

極
め
て
危
険
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
岩
手
県

と
宮
城
県
を
流
れ
る
北
上
川
を
津

波
が
約
50
㌔
㍍
も
さ
か
の
ぼ
っ
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

沿
岸
部
に
限
ら
ず
、
河
川
の
周
辺

で
も
津
波
に
対
す
る
警
戒
が
必
要

で
す
。

 web171 検索
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市や防災関係機関の取り組み市や防災関係機関の取り組み

■ 

き
っ
か
け
は
大
規
模
停
電

■ 

災
害
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク

と
は
？

■ 

物
資
の
備
蓄
に
よ
る
防
災
体
制

の
構
築

■ 

災
害
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク

設
置
状
況
（
平
成
26
年
8

月
現
在
）

■登別ガス協同組合による『災害用ＬＰガスバルク』の設置

■市の取り組み～防災資機材の整備～

　

平
成
24
年
11
月
に
市
内
で
起
き

た
大
規
模
停
電
を
き
っ
か
け
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄
を
見
直
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

電
気
、
都
市
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
の
備
蓄
は
容
易
に
で
き
ま
せ

ん
が
、
『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
』
は
備
蓄
が

で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
、
ガ
ス
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
た
炊
き
出
し
や
ス
ト
ー

ブ
に
よ
る
暖
房
、
ガ
ス
発
電
に
よ

る
軽
微
な
照
明
の
使
用
、
携
帯
電

話
の
充
電
が
可
能
と
な
る
ガ
ス
貯

槽
の
こ
と
で
す
。

　

平
常
時
は
、
厨
房
で
の
調
理
・

　

市
は
、
大
規
模
停
電
を
教
訓
に
、
庁

舎
用
の
非
常
用
発
電
機
を
追
加
整
備
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ス
を
使
用
す
る
発

電
機
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
電
源
供

給
を
必
要
と
し
な
い
防
災
資
機
材
を
整

備
し
、
各
避
難
所
へ
の
備
蓄
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
市
は
今
後
も
冬
季
災

害
に
も
対
応
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

• 

鷲
別
地
区
【
3
カ
所
】　

鷲
別

公
民
館
、
富
岸
小
学
校
、
青
葉

小
学
校

• 

幌
別
地
区
【
4
カ
所
】　

市
立

図
書
館
、
市
民
会
館
、
し
ん
た

21
、
幌
別
小
学
校

• 

登
別
地
区
・
登
別
温
泉
地
区

【
2
カ
所
】　

市
営
住
宅
登
別

旭
団
地
、
登
別
小
学
校

館
内
給
湯
・
館
内
暖
房
に
使
用
さ

れ
、
タ
ン
ク
残
量
が
半
分
に
な
る

と
満
タ
ン
ま
で
ガ
ス
が
供
給
さ
れ

ま
す
。

　

常
に
500
㌔
㌘
以
上
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

が
貯
蔵
さ
れ
て
お
り
、
外
部
か
ら

の
供
給
が
な
く
て
も
、
１
週
間
以

上
、
避
難
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。

料理を作る
～ガスコンロ～

身体を温める
～ガスストーブ～

電気を作る
～ガス発電機～

お湯を作る
～ガス給湯器～

避難者への温かい食事・乳児への
ミルクなどの提供が可能

ガスストーブ、ガスファンヒー
ターで冬季の災害にも対応が可能

しんた21のガスバルク

のぼりべつ文化交流館（カント・
レラ）の災害時備蓄品

庁舎用の非常用発電機

夜間の照明や情報収集のためのテ
レビ、携帯電話の充電が可能

ガス発電機とガス給湯器を組み合
わせ、お湯をつくることが可能

5 特集　いつ起こるか分からない地震に備えて



展
と
中
小
企

業
の
基
盤
の

強
化
を
促
進

し
、
市
民
生

活
の
向
上
や

地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い

ま
す
。

◎ 

基
本
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

市
は
、
地
域
経
済
振
興
に
係
る
総
合
的

ビ
ジ
ョ
ン
や
中
小
企
業
振
興
策
を
策
定

し
、
中
小
企
業
者
等
は
、
経
済
的
、
社

会
的
使
命
を
自
覚
し
、
創
意
工
夫
や
自

主
的
な
経
営
の
向
上
に
努
め
、
市
民
は
、

中
小
企
業
の
振
興
の
必
要
性
を
理
解
し
、

中
小
企
業
者
等
の
成
長
・
発
展
に
協
力

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

◎ 
市
、
中
小
企
業
者
等
、
市
民
は
、
対
等

な
立
場
で
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に

役
割
分
担
を
す
る
協
働
に
よ
っ
て
、
地

域
経
済
や
中
小
企
業
の
振
興
の
推
進
に

努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

者
等
の
重
要
性
を
踏
ま
え
て
、
中
小
企
業

振
興
の
基
本
理
念
を
定
め
、
市
・
中
小
企

業
者
等
・
市
民
の
三
者
の
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
に
関
わ
る

全
て
の
者
が
協
働
し
て
、
そ
の
健
全
な
発

　

地
域
経
済
の
発
展
に
果
た
す
中
小
企
業

で
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
密
接

に
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
産
・
製
造
・
販
売
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、

消
費
活
動
、
税
収
、
雇
用
の
受
け
皿
な
ど

多
方
面
で
市
の
経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
約
１
千
800
社
の
企
業
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
が
中

小
企
業
で
、
建
設
業
、
製
造
業
、
運
輸
業
、

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
企
業
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
内
企
業
に
勤
め
る
約
１

万
6
千
700
人
の
大
部
分
の
方
が
中
小
企
業

地
域
経
済
の
主
役
『
中
小
企
業
』

『
登
別
市
中
小
企
業
地
域
経
済

振
興
基
本
条
例
』
の
目
的

基
本
条
例
の
理
念

　

長
引
く
不
況
や
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
市
内
経
済

を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
は
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
渡
り
持
続
的
発
展
が
可
能
な
市
内
経
済
を
構
築
し
、
私
た
ち

の
生
活
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
中
小
企
業
に
元
気
に
活
躍
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
は
、
平
成
25
年
7
月
に
施
行
し
た
『
登
別
市
中
小
企
業
地
域
経
済

振
興
基
本
条
例
』
に
基
づ
き
、
こ
と
し
5
月
、
市
・
中
小
企
業
者
等
・

市
民
が
地
域
経
済
の
振
興
・
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議

す
る
『
登
別
市
中
小
企
業
地
域
経
済
振
興
協
議
会
』
を
設
置
し
、
協
議

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
基
本
条
例
の
目
的
や
理
念
、
同
協
議
会
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
活
躍
で

中
小
企
業
の
活
躍
で

ま
ち
を
元
気
に

ま
ち
を
元
気
に

中小企業とは
　資本金または従業員数の基準のどちらかを満
たす場合を『中小企業』といいます（中小企業
基本法）。

業種 中小企業 小規模企業
資本金または従業員数 従業員数

製造業その他 3億円以下 300人以下 20人以下
卸売業 １億円以下 100人以下 5人以下
サービス業 5,000万円以下 100人以下 5人以下
小売業 5,000万円以下 50人以下 5人以下

基本条例のポイント

▼  登別市が発展してきた歴史的な背景、条例制
定の背景、趣旨（前文）

▼ 基本条例の目的（第１条）

▼ 中小企業振興のための基本理念（第 3条）

▼ 中小企業振興のための各主体（市・中小企業
者等・市民）の役割など（第 4条～第 6条）

▼  中小企業地域経済振興協議会の設置とその役
割（第 7条）

▲ 道道沿いに小売業やサービス業など
の店舗が立ち並ぶ若草町

6 中小企業の活躍でまちを元気に



【市、中小企業者等、市民の役割・責務】

【市民】

▼中小企業者等が果たす重要
　な役割に対する理解

▼中小企業者等が生産・製造・
　加工・販売する産品やサー
　ビスの利用などによる成長・
　発展への協力

【市】

▼市・中小企業者
　等・市民の協議
　の場の設置

▼総合的ビジョンと中小企業
　振興策の策定・実行

▼基本条例の理念の啓発

【中小企業者等】

▼社会的責任の自覚、地域社会との調和、豊かで住みよい
　地域社会の実現、地域経済の振興・発展への貢献

▼自主的な経営の向上・改善

▼雇用環境の整備・維持・創出、人材育成

▼地域経済団体への加入、事業者間の連携・交流

理念の啓発

理念の理解

◎
中
小
企
業
の
役

　
割
の
理
解

◎
商
品
・
サ
ー
ビ

　
ス
の
利
用

◎
雇
用
の
場
の
提

　
供

◎
品
質
・
サ
ー
ビ

　
ス
の
向
上

協働
中
小
企
業
振
興
策

の
実
施
に
よ
る
支

援
中
小
企
業
振
興
策

へ
の
連
携
・
協
力

れ
た
21
人
に
よ
る
協
議
会
で
は
、
市
内
に

お
け
る
各
種
産
業
（
商
業
・
工
業
・
農
業
・

漁
業
な
ど
）
の
現
状
や
抱
え
て
い
る
課
題

を
把
握
し
、
有
識
者
も
交
え
な
が
ら
そ
の

解
決
策
や
地
域
経
済
振
興
の
た
め
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

協
議
会
の
会
議
録
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http:// w

w
w
.city.noboribet

su.lg.jp/ docs/ 2014061100027/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

等
・
市
民

が
認
識
し
、

そ
れ
ぞ
れ

が
担
う
役

割
を
理
解

し
協
働
し

て
い
く
こ

と
が
大
切

で
す
。

　

今
後
、
中
小
企
業
が
成
長
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
は
支
援
施
策
を
構
築
す

る
責
任
が
あ
る
と
同
時
に
、
中
小
企
業
自

ら
の
努
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
市
民
は
、
中
小
企
業
が

地
域
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
応
援
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

中
小
企
業
の
振
興
は
、
雇
用
の
創
出
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
、

ま
ち
の
発
展
や
暮
ら
し
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
市
・
中
小
企
業
者

　

協
議
会
は
、
基
本
条
例
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
市
が
策
定
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
や

中
小
企
業
振
興
策
の
協
議
・
研
究
を
行
い
、

市
長
へ
提
言
す
る
組
織
で
す
。

　

市
、
中
小
企
業
者
等
、
市
民
で
構
成
さ

中
小
企
業
振
興
の
た
め
の

各
主
体
の
役
割
な
ど

『
登
別
市
中
小
企
業
地
域
経
済

振
興
協
議
会
』
の
取
り
組
み

中小企業の振興に関する
問い合わせは
商工労政
グループ
☎85２１７１
思85８２８６

Ｅメール：shoko@city.
noboribetsu.lg.jp

▲ 登別市中小企業地域経済振興協議会

7 中小企業の活躍でまちを元気に



登別市

白石市

海老名市

63
年
に
海
老
名
市
の
特
産
品
第
一
号
に
指

定
さ
れ
た
フ
ル
ー
ツ
ワ
イ
ン
で
す
。

　

ま
た
、
国
内
産
の
豚
ロ
ー
ス
を
特
製
味

噌
に
じ
っ
く
り
付
け
込
ん
だ
『
吟ぎ

ん

味み

豚と
ん

』
、

全
国
的
に
も
有
名
な
東
名
高
速
道
路
海
老

名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
下
り
線
）
の
名
物

『
メ
ロ
ン
パ
ン
』
な
ど
数
多
く
の
特
産
品

が
あ
り
ま
す
。

　

白
石
市
と
海
老
名
市
の
姉
妹
都
市
提
携

20
周
年
記
念
式
典
に
参
加
す
る
、
海
老
名

市
へ
の
市
民
訪
問
団
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
月
日　

11
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬

▼
行
程

　

• 

11
日
㈫　

登
別
市
出
発
（
7
時
）
、

浅
草
散
策
（
東
京
都
台
東
区
）
、
白

石
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都
市
提
携
20

周
年
記
念
式
典
に
参
加
（
海
老
名
市
）

　

• 

12
日
㈬　

海
老
名
市
内
見
学
（
史
跡

や
東
名
高
速
道
路
海
老
名
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
）
、
鎌
倉
散
策
（
神
奈
川
県

鎌
倉
市
）
、
登
別
市
到
着
（
22
時
）

▼
定
員　

80
人
（
申
し
込
み
順
）

▼
参
加
料　

4
万
7
千
円

▼ 

申
し
込
み　

9
月
10
日
㈬
か
ら
25
日
㈭

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

の
9
時
か
ら
17
時
30
分
ま
で
に
登
別
市

姉
妹
都
市
等
都
市
間
交
流
協
会
事
務
局

（
総
務
グ
ル
ー
プ
内
☎
85
1
1
3
0
）

　

海
老
名

市
は
、
農

業
が
盛
ん

で
、
特
に

イ
チ
ゴ
栽

培
は
神
奈

川
県
一
の

出
荷
量
を

誇
り
、

『
い
ち
ご

わ
い
ん
』

は
、
昭
和

『
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
』
が
建
設
さ
れ
、
訪
れ

る
市
民
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
老
名
市
は
、
奈
良
時
代
に
国

分
寺
が
建
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
。

　

史
跡
相さ

が
み模
国
分
寺
跡
は
、
海
老
名
駅
近

く
に
あ
り
、
周
囲
は
宅
地
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
跡
地
は
歴
史
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

催
を
通
し
た
都
市
間
交
流
、
連
合
町
内
会

や
文
化
協
会
に
よ
る
民
間
交
流
な
ど
、
三

市
で
積
極
的
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
南

北
に
長
い
地
形
の
海
老
名
市
。
西
部
の
平

地
は
、
温
暖
な
気
候
と
肥ひ

沃よ
く

な
土
地
に
恵

ま
れ
、
水
田
が
広
が
る
穀
倉
地
帯
で
、
東

部
の
丘
陵
地
帯
は
、
宅
地
開
発
が
進
み
、

人
口
の

増
加
が

続
い
て

い
ま
す
。

　

再
開

発
事
業

に
よ
り
、

海
老
名

駅
前
に

公
園
や

複
合
商

業
施
設

　

登
別
市
と
白
石
市
は
昭
和
58
年
10
月
に
、

白
石
市
と
海
老
名
市
は
平
成
6
年
10
月
に

そ
れ
ぞ
れ
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
な
ど
の
分

野
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
11
月
、
『
白
石
市
農
業
祭
』

に
合
わ
せ
、
登
別
市
・
白
石
市
・
海
老
名

市
の
三
市
が
集
い
、
家
族
や
姉
妹
、
兄
弟
、

友
達
の
よ
う
な
関
係
を
築
こ
う
と
、
三
市

間
で
の
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
』
実
施

を
合
意
し
、
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
4
月
に
は
三
市
に
よ
る
『
災

害
援
助
協
定
』
を
結
び
、
同
年
11
月
の

『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言
』
を
経
て
、

平
成
23
年
4
月
に
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交

流
宣
言
書
』
に
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
交
流
や
相
互
支
援
関
係
が
強

化
さ
れ
、
小
・
中
学
生
を
中
心
と
し
た
文

化
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
物
産
展
の
開

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
都
市

神
奈
川
県　

海
老
名
市
を

訪
問
し
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
１
３
０
）

姉
妹
都
市
・
宮
城
県
白
石
市
が

縁
で
始
ま
っ
た
交
流

宅
地
開
発
と
人
口
増
加
が

進
む
歴
史
あ
る
ま
ち

海
老
名
市
の
特
産
品

海
老
名
市
へ
の
市
民
訪
問
団
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▲ 複合商業施設『ビナウォーク』が建つ
海老名駅前

▲海老名市の特産品『いちごわいん』（左）
　と『吟味豚』

8 トライアングル交流都市　神奈川県海老名市を訪問しませんか



し尿収集日のお知らせし尿収集日のお知らせ 期間：10月～平成27年 3 月期間：10月～平成27年 3 月

町  名 丁目・番地
月　　日

10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

登別本町

1丁目 23･24 12･13 2 ･ 3 12･13

2 丁目 1～24番地 25･27 15 4 14
25番地～ 28 16 5 16

3 丁目 29･30 17･18 6 ･ 7 17･18

登別東町

1丁目 31 19 9 19
2 丁目 1 ･ 4 20･22 10 20
3 丁目 5 24 12 23･24

4 丁目 1～29番地 12･13･14 9 ･10 19･20 31
30番地～　 10･11 6 ･ 7 ･ 8 17･18･19 28･30

5 丁目 1～30番地 3 ･ 4 22･25 14･15 21･23
31番地～　 1 ･ 2 21 13 20

富 浦 町 全  域 10･11･14
15･16･17

1 ･ 2 ･ 3
4 ･ 5

21･22･23
24･26･27 28 2 ･ 3 ･ 4

5 ･ 6
千 歳 町 4～ 6丁目 6 ･ 7 26･27 16･17 24･25
幌 別 町 全  域 18･20 6 ･ 8 ･ 9 28･29 7 ･ 9
中 央 町 全  域 6 ･ 7 ･ 8 25･26･27 13･14･16 25･26･27
柏 木 町 全  域 21･22 10･11 30･31 10･11
片 倉 町 全  域 8 ･ 9 28･29 19･20 26･27
大 和 町 全  域 10･11･14 1 ･ 2 ･ 3 19･20･21 2 ･ 3 ･ 4
若 山 町 全  域 15 4 22 5
富 岸 町 1～ 3丁目 24･25 12･13 30･31 13･14

新 生 町 1～ 3丁目 6 ･ 7 25･26 12･13 26･27
4 ～ 6 丁目 8 ･10･11 27･29 14･16 28･30

栄　 町 全  域 12･13･14 6 ･ 7 17･18･19 31

鷲 別 町 1～ 3丁目 1 ･ 2 ･ 3 ･ 4 20･21･22･25 8 ･ 9 ･10･13 20･21･23･24
4 ～ 6 丁目 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 26･27･28･29 14･15･16･17 25･26･27･28

若 草 町 1～ 4丁目 16･17･18 5 ･ 6 ･ 8 23･24･26 6 ･ 7 ･ 9
5 ・ 6 丁目 20･21 9 ･10 27･28 10･11

美 園 町 1～ 4丁目 27･28･29･30 15･16･17･18 2 ･ 3 ･ 4 ･ 5 16･17･18･19
5 ・ 6 丁目 31 1 ･ 4 ･ 5 19･20･22･24 6 ･ 7 ･ 9 ･10 20･23･24･25

上鷲別町 全  域 22･23 11 29 12

◆
臨
時
収
集
地
域

カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、
登
別
温
泉
町
、
中
登
別
町
、

札
内
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町
、
新
栄
町
、
幸

町
、
登
別
港
町
、
桜
木
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
千
歳
町

（
１
〜
3
丁
目
）
、
新
川
町
、
千
歳
町
の
一
部
、
富
岸

町
の
一
部
、
常
盤
町
、
富
士
町

※ 

収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
5
日
程
度
の
余
裕
を
み
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

11
月
15
日
㈯
〜
19
日
㈬
は
、
し
尿
投
入
施
設
点
検
整
備

の
た
め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
年
内
の
申
し
込
み
は
、
12
月
22
日
㈪
ま
で
で
す
。

◆
収
集
の
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
に
立
ち
会
っ
て
、
収
集
量
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

ク
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
方
は
、
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
日
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

▼ 

臨
時
収
集
や
緊
急
で
収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼ 

転
居
・
転
出
す
る
方
は
、
必
ず
最
終
く
み
取
り
を
し
て

く
だ
さ
い

◆
臨
時
収
集
・
最
終
く
み
取
り
の
申
し
込
み

　

収
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

㈱
東
洋
興
業
（
☎
85
2
9
3
5
）

　

9
時
〜
16
時 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
31
日
〜
１
月
5
日
を
除
く
。

◆
料
金
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ 

　

（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

9 し尿収集日のお知らせ



　

子
ど
も
の
成
長
に
は
、
幼
児
期
や

義
務
教
育
期
間
が
特
に
重
要
で
、
そ

の
期
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
、
人

格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
親
子
間
で
の
会
話
は
特
に
大
切

な
も
の
で
す
が
、
忙
し
い
暮
ら
し
の

中
で
は
、
親
子
が
一
緒
に
ゆ
っ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機
会

が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
観
光
庁
が

推
進
す
る
『
家
族
の
時
間
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

道
内
で
は
初
の
試
み
で
す
。

　

各
校
の
連
休
期
間
に
は
、
各
団
体

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
市
内
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
公
共
施
設
の
利
用
料
の

割
引
特
典
を
設
け
、
家
族
の
語
ら
い

の
ほ
か
、
思
い
出
や
絆
づ
く
り
な
ど
、

家
族
揃
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

団
体
を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要

領
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

創
出
し
た
連
休
は
平
日
を
一
日
含

ん
で
い
る
た
め
、
親
子
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
保
護

者
が
休
暇
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

企
業
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
が
暦
に
な

い
独
自
の
3
連
休
を
創
出
し
、
親
子

で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
と
い
う
、
　

企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、
登
別
・
室

蘭
両
市
の
商
工
会
議
所
、
労
働
組
合

　

小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
に
は
、

7
月
中
旬
に
学
校
を
通
し
て
詳
し
い

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
各
校

の
連
休
の
約
3
週
間
前
に
、
各
施
設

の
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
可
能
な
限

り
休
暇
を
取
得
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
？

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

企
業
の
皆
さ
ん
へ

親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

時
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う

『
家
族
の
時
間
づ
く
り

『
家
族
の
時
間
づ
く
り

  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
ご
協
力
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
ご
協
力
を

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
88
１
１
６
２
）

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
88
１
１
６
２
）

【実施期間など】
学校名 実施期間 備考

登別小学校、鷲別小学校、
若草小学校、登別中学校、
鷲別中学校

10月 3 日㈮～ 5日㈰

3連休幌別小学校、幌別西小学校、
幌別東小学校、青葉小学校、
富岸小学校、幌別中学校、
西陵中学校、緑陽中学校

平成27年 2 月 6 日㈮～ 8日㈰

【割引特典】

利用可能施設名
特典内容

中学生以下 保護者 その他
登別マリンパークニクス 500円 半額 駐車場無料
のぼりべつクマ牧場 500円 半額 駐車場無料
登別伊達時代村 無料 半額 駐車場無料
市民プール 無料 無料
総合体育館 無料 無料
ふぉれすと鉱山（宿泊） 無料 無料（ 1人） 事前予約が必要
ふぉれすと鉱山（日帰り）
（レンタル：M

マウンテンバイク

B/スキー/卓球台）
無料 無料

岡志別の森運動公園（パークゴルフ場） 無料 無料 クラブ、ボールのレンタル無料
岡志別の森運動公園（テニスコート） 無料 無料 事前予約が必要
カルルス温泉サンライバスキー場 １日券無料 １日券半額
郷土資料館 無料 無料
のぼりべつ文化交流館（カント・レラ） 常時無料 常時無料 体験『まが玉つくり』無料
※ 割引特典を受けるためには、市が学校を通して交付する利用券が必要です。また保護者が同伴している
必要があります。

10 『家族の時間づくりプロジェクト』にご協力を



登
別
市
民
憲
章

　
わ
た
し
た
ち
は
　
古
い
歴
史
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

登
別
の
市
民
で
す

　
こ
こ
に
　
わ
た
し
た
ち
の
心
が
ま
え
を
定
め
て
よ
り
よ
い

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
ま
す

一
　
心
身
を
き
た
え
よ
く
働
い
て
　

　
　
　
活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　

　
　
　
　
　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
自
然
を
愛
し
　
力
を
あ
わ
せ
て
　

　
　
　
　
　
　
緑
と
空
気
と
太
陽
の
い
っ
ぱ
い
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の
　

　
　
　
　
　
健
全
な
夢
の
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
教
養
を
つ
み
　
視
野
を
広
げ
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
和
で
文
化
の
か
お
り
高
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

3
カ
所
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
市
民
憲
章
文
入
り
の
啓
発

物
品
を
渡
す
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
設
立
以
来
、
今
日

ま
で
、
市
民
が
連
携
し
て
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
地
域

を
愛
す
る
心
、
行
動
へ
と
結

び
つ
く
こ
と
を
願
い
、
啓
発

運
動
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
登
別
地
区
で

の
街
頭
活
動
を
計
画
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
当
協
議
会
の
活
動
に
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
協

議
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
市
民
憲
章
が
制
定
さ

れ
た
9
月
20
日
を
市
民
憲
章

啓
発
日
と
定
め
、
従
来
か
ら

の
小
学
4
年
生
を
対
象
と
し

た
標
語
募
集
に
加
え
、
市
内

標
語
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

優
秀
作
品
は
表
彰
す
る
と

と
も
に
、
広
報
や
掲
示
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
9
月
19
日
㈮

に
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅
や
市
内
の
大

型
ス
ー
パ
ー
で
街
頭
啓
発
を

実
施
し
、
通
学
や
通
勤
、
買

い
物
中
の
皆
さ
ん
に
市
民
憲

章
文
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
品
を
配

布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
校
に

市
民
憲
章
の
唱
和
を
お
願
い

し
た
ほ
か
、
憲
章
文
を
印
刷

し
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
小

学
4
年
生
に
配
布
し
ま
し
た
。

同
学
年
を
対
象
と
し
た
啓
発

本年度の事業紹介
街頭啓発/小学校での啓発

市民憲章啓発の
 取り組み

登別市民憲章
推進協議会
会長　前

まえ

田
だ

　文
ふみ

彦
ひこ

9月20日は登別市民憲章制定日です

問い合わせ　登別市民憲章推進協議会事務局連絡所
（企画調整グループ内・☎85１１２２）

昨年の街頭啓発活動

11 9 月20日は登別市民憲章制定日です



　

市
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
一
定
期
間
招し

ょ
う
へ
い聘
し
、
そ
の
滞
在
期
間
中
に
創
作

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業

は
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
毎
年
40
件
以
上
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

点
に
し
た
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
滞
在
期
間
中
、

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で
の
創
作
活
動
や

作
品
展
示
を
行
い
、
活
動
を
公
開
す

る
こ
と
で
、
市
民
や
観
光
客
が
芸
術

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
を
提
供

し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
な
ど
と
の
芸
術
に

関
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
民

や
子
ど
も
向
け
の
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
市
民
や
観
光

客
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
登
別
の
新
た

な
魅
力
の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
持
つ
目
線
も
生

か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用

い
て
市
内
の
観
光
資
源
や
名
所
・
旧

跡
に
加
え
、
新
た
な
登
別
の
魅
力
に

つ
い
て
情
報
発
信
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

極
楽
通
り
商
店
街
に
設
置
し
た

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
8
月
28
日
㈭
か

ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ア
ー
ト
が
持
つ
面

白
さ
・
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

① 

玉
川
本
店
２
階
（
登
別
温
泉
町
49
）

内 

容　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品

制
作
、
展
示

開 
放
日
時　

金
・
土
曜
日
13
時
〜
21

時
、
日
曜
日
・
祝
日
と
そ
の
前
日

10
時
〜
18
時

②
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容　

作
品
展
示

開
放
日
時　

毎
日
9
時
〜
17
時

　

極
楽
通
り
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
、
作
品
制
作
と
展
示
を
行
う

場
（
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
）
を
設
置
し
、

絵
画
や
立
体
（
木
・
金
属
な
ど
の
彫

刻
）
な
ど
を
専
門
と
す
る
市
外
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
期
間
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
拠

問
い
合
わ
せ

　

商
工
労
政
グ
ル
ー
プ

　

（
☎
85
２
１
７
１
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

イ
ン　

レ
ジ
デ
ン
ス
と
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

イ
ン　

レ
ジ
デ
ン
ス
と
は

  

登
別
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

イ
ン　

登
別
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

イ
ン　

レ
ジ
デ
ン
ス（
ｎ

レ
ジ
デ
ン
ス（
ｎ

－－

ａａエ

ア

エ

ア
ｉ
ｒ
ｉ
ｒ
）の
取
り
組
み

）の
取
り
組
み

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
公
開
し
ま
す

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
公
開
し
ま
す

◎
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

◎
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

滞在中のアーティスト紹介

朝あ
さ

田だ

翔し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
写
真
家
）

ヌ
キ
リ
ゾ
さ
ん
（
画
家
）

　

「
何
か
を
説
明

す
る
の
で
は
な
く
、

見
る
人
の
心
を
揺

さ
ぶ
る
作
品
」
を

テ
ー
マ
に
、
写
真

表
現
を
軸
と
し
た

作
品
を
制
作
し
て

い
ま
す
。

　

音
楽
や
ア
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
、
幅
広
い
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

墨
流
し
の
技
法
を

使
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
を
制
作

し
て
い
ま
す
。

12 芸術で登別の新たな魅力を創造します



市民スポーツ・健康フェスティバル 10月5日日10月5日日
9時9時

◎岡志別の森運動公園会場

◎市民プール『らくあ』会場

※ 駐車場は岡志別の森運動公園前と北海道曹達㈱幌別事業所の特設駐車場、市民プール駐車場をご利用く
ださい。
※競技終了後は、岡志別の森運動公園、市民プールともに17時まで無料開放します。
※この事業の一部は宝くじ収益金からの支援を受けて実施しています。

問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）

駅伝競走大会（ 5人１チーム）
•小学生低学年（１～ 3年）の部
•小学生高学年（ 4～ 6年）の部
•中高一般の部（男子・女子）

市民ソフトボール大会（男子の部・女子の部）
トーナメント方式（ 5回・50分）　
受付時間　 8時30分～50分
定 員　16チーム（高校生以上・監督含め12人以
内）※定員を超えた場合は抽選。
参加料　 1チーム5,500円
申 し込み　 9月19日㈮の 9時に文化・スポーツ
振興財団事務局へ申込書（同財団・総合体育
館で配布）を提出　

軽食コーナー
時間　11時～13時30分
　おにぎり（150円）　そば・うどん（500円）
　おにぎり＋そば・うどんセット（500円）
　焼きそば（300円）　カレーライス（500円）

トレーニングルーム
トレーナーのアドバイスで安心してト
レーニングができます。
時間　 9時～17時
対象　中学生以上
持ち物　動きやすい服装と上履き

水中玉入れ競争
（大人・子ども）
時間　12時～12時15分
　　　14時～14時15分

アクアビクス教室
時間　10時～10時30分
　　　13時～13時30分

障害物競争
時間　11時15分～11時45分
　　　14時30分～15時

個人タイム計測
時間　10時～15時
（自由参加）

健康測定会
日本工学院北海道専門
学校の学生による健康
測定です。
時間　10時～15時

◎受付時間　 8時30分～50分
◎申し込み　 9月16日㈫～26日㈮に社会教育グループ（☎88１１２９）

ヘルスウオーキング大会
岡志別の森運動公園からの 3コース（１㌔㍍、
4㌔㍍、 6㌔㍍）を歩きます。
定員　50人（申し込み順）
持 ち物　タオル・リュックサック・帽子・飲み
物・雨具・ポール（貸し出しあり）

市民パークゴルフ大会
36ホール（18ホール× 2ラウンド）
ストロークプレイ個人戦
受付時間　 8時30分～50分
対象　18歳以上の方
定員　120人（申し込み順）
参加料　600円
申 し込み　 9月13日㈯～28日㈰に岡志別の森運
動公園（☎88２５２５）

ふれあいサッカーコーナー
キックターゲットなど楽しいゲームを行います。
対象　幼児～小学生
問い合わせ　ＮＰＯ法人おにスポ
 （☎81７４４４）

13 市民スポーツ・健康フェスティバル



8
 1

　

7
月
24
日
㈭
、
市
民
会
館
で
市
の
外
国
語
指
導
助
手

の
マ
ー
ク
・
レ
ニ
ー
さ
ん
を
講
師
に
、
『
国
際
理
解
講

座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

『
日
本
人
の
知
ら
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
』
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
講
話
で
は
、
マ
ー
ク
さ
ん
の
出
身
地
で

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
や
気
候
、
文
化
、
食
生

活
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
紹
介
。
参

加
者
は
「
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
や
食
生
活
な
ど
、
観

光
だ
け
で
は
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
魅
力
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
み
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

国
際
理
解
講
座

日
本
と
異
な
る
外
国
文
化
に

驚
き
の
声
も

▲マークさんの話に聞き入る参加者

　

8
月
１
日
㈮
、
登
別
中
央
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ニ
ス
2
階
で
、

市
立
図
書
館
『
ア
ー
ニ
ス
分
館
』
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
市
主
催
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
同
館
は
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
が
図
書
館
分
館
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
も
の
で
、
商
業
施
設
内
で
の
公
的
図
書
館
の
運
営
は
、
道
内
初
の

試
み
で
す
。

　

車
い
す
や
高
齢
の
方
も
利
用
し
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
館
内
は
、

約
7
千
冊
の
蔵
書
を
有
し
、
そ
の
中
に
は
、
市
民
の
要
望
を
受
け
て
取
り
扱
い

を
始
め
た
、
趣
味
や
育
児
な
ど
の
約
40
種
類
の
雑
誌
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
引
き
続
き
、
8
台
の
パ
ソ
コ
ン
、
600
タ
イ

ト
ル
を
超
す
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
ブ
ー
ス
を
備
え
る
と
と
も
に
、
閉
館
時
間
を

20
時
と
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
図
書
に
親
し
め
る
よ
う
、
図
書
館
機

能
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

▼
開
館
時
間　

10
時
〜
20
時 

▼ 

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
12
月
31
日
〜
１
月
5
日
、
毎
月
最
終
金
曜
日
、
特

別
整
理
期
間
（
7
月
中
の
7
日
間
）

市
立
図
書
館
『
ア
ー
ニ
ス
分
館
』
が
オ
ー
プ
ン

市
立
図
書
館
『
ア
ー
ニ
ス
分
館
』
が
オ
ー
プ
ン

仕
事
帰
り
や
買
い
物
帰
り
の

利
用
に
便
利

▲アーニス分館を利用する市民

▲充実した機能を備えたアーニス分館

　

7
月
25
日
㈮
、
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
『
市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
（
市
主
催
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

う
機
会
を
広
げ
る
た
め
平
成
元
年
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
経
済
の
活
性
化
や
温
泉
へ
の
誘

客
を
テ
ー
マ
に
１
人
が
申
し
込
み
、
旅
行
客
の
要

望
を
直
接
聞
き
取
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

市
政
に
つ
い
て

率
直
な
語
り
合
い

7
 25

7
 24

▲ 市の将来について市長と意見を交わす参加者（右）

14 東　奔　西　走



▲市民の人気を集めた『いぶりマルシェ』、『nittanマルシェ』

8/
2･3

　

７
月
29
日
㈫
、
（
仮
称
）
登
別
市
景
観
・
緑
化
条
例

検
討
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
市
役
所
を
訪
れ
、
同
条

例
案
と
そ
の
解
説
を
、
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
条
例
案
は
平
成
23
年
7
月
か
ら
3
年
間
に
渡
っ
て

議
論
を
続
け
て
策
定
し
た
も
の
で
、
登
別
の
良
好
な
景

観
と
豊
か
な
み
ど
り
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
市
・
市

民
・
事
業
者
の
責
務
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
提
言
書
の
内
容
を
基

に
市
が
条
例
案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
制
度
に
よ
り
市
民
の
意
見
を
盛
り
込
む

予
定
で
す
。

　

8
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
の
2
日
間
、
若
草
中
央
公
園

で
『
第
27
回
登
別
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
同
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
金
魚
す
く
い
な
ど
の
露
店
や
カ
ラ
オ
ケ

大
会
、
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
輪
投
げ
で
は
、
真
剣
な
表
情

で
輪
投
げ
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
拍
手
が
送
ら
れ
る
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

『
第
27
回
登
別
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

登
別
市
景
観
と
み
ど
り
の
条
例
（
案
）
提
言
書
提
出

に
ぎ
わ
い
溢
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
夏
の
思
い
出
づ
く
り

豊
か
な
み
ど
り
を

協
働
で
守
る

▲ 金魚すくいを楽しむ子どもの様子

▲ 市長に提言書を提出する市民会議の成田会長（右）、中原副会長
（中央）

7
 29

　

8
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰
の
2
日
間
、
川
上
公
園
で

『
第
2
回
の
ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り
〜
い
ぶ
り
食
と
文
化
の

祭
典
〜
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
登
別
を
は
じ
め
、
胆
振
・
日
高
地
方
の

食
の
魅
力
を
集
め
た
『
い
ぶ
り
マ
ル
シ
ェ
』
と
『
ｎ

ニｉ

ｔッ

タ

ン

ｔ
ａ
ｎ
マ
ル
シ
ェ
』
な
ど
、
約
50
店
の
露
店
が
並
び
、

市
民
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
吹
奏
楽
演
奏
や
ダ
ン
ス
な

ど
の
ほ
か
、
初
日
の
夜
に
は
、
太
鼓
や
登
別
の
郷
土
芸

能
と
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』
の
共
演
が
行
わ
れ
、
湯ゆ

鬼き

神じ
ん

が
手
筒
花
火
を
打
ち
上
げ
る
と
、
会
場
に
詰
め
か

け
た
市
民
か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

第
2
回
の
ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り

祭
り
で
食
と
文
化
の

魅
力
を
発
見

8/
9･10

15 東　奔　西　走



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
20
回

　

気
象
台
は
、
平
成
25
年
8
月
30
日
か
ら

『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

『
特
別
警
報
』
は
、
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
大
津
波
や
、
8
月
に
発
生
し
た

『
台
風
11
号
』
の
接
近
に
伴
う
三
重
県
な

ど
で
の
大
雨
な
ど
、
現
在
の
警
報
発
表
基

準
を
は
る
か
に
超
え
る
大
雨
、
暴
風
、
地

震
、
津
波
、
火
山
噴
火
な
ど
に
よ
り
、
重

大
な
災
害
の
起
こ
る
危
険
性
が
著
し
く
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
最
大
級
の

警
戒
を
呼
び
掛
け
る
も
の
で
す
。

『
特
別
警
報
』
に
備
え
た

『
特
別
警
報
』
に
備
え
た

　
　
　
　
　

防
災
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　

防
災
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う

『
特
別
警
報
』
が
発
表
さ
れ
た
ら

『
特
別
警
報
』
に
は
最
大
級
の
警
戒
を

『
特
別
警
報
』
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合

で
も
安
心
は
禁
物
で
す

　

『
特
別
警
報
』
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合

で
も
、
重
大
な
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

に
は
、
従
来
の
『
警
報
』
が
発
表
さ
れ
ま

す
の
で
、
最
新
の
気
象
情
報
を
収
集
す
る

な
ど
、
早
め
の
防
災
対
策
が
重
要
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
一
人
一
人
が
慌
て

ず
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
危
険
箇

所
の
把
握
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確

認
、
水
・
食
料
の
備
蓄
や
ラ
ジ
オ
の
常
備

な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

『
特
別
警
報
』

の
詳
細
は
、
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

『
特
別
警
報
』
発
表
時
は
、
数
十
年
に

一
度
し
か
な
い
大
雨
や
暴
風
な
ど
に
よ
り
、

重
大
な
危
険
が
差
し
迫
っ
た
異
常
事
態
で

す
。
直
ち
に
市
か
ら
の
避
難
指
示
・
勧
告

な
ど
に
従
っ
て
、
避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、

既
に
外
出
が
危
険
な
場
合
に
は
、
よ
り
安

全
な
場
所
へ
退
避
し
、
命
を
守
る
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

登別アミ―サロン
　

『
登
別
ア
ミ
―
サ
ロ
ン
』
は
、
平

成
元
年
に
編
み
物
が
好
き
な
方
で
結

成
さ
れ
た
手
編
み
サ
ー
ク
ル
で
、
毎

月
第
一
・
第
三
月
曜
日
の
10
時
か
ら

13
時
に
市
民
会
館
に
集
ま
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
手
編
み
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

『
持
参
し
た
毛
糸
で
そ
れ
ぞ
れ
が

好
き
な
も
の
を
編
ん
で
い
ま
す
。
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
話
を
し
な
が
ら
編

む
と
よ
り
一
層
楽
し
く
、
大
好
き
な

編
み
物
を
通
じ
て
集
ま
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ

と
感
じ
ま
す
ね
。
編
み
物
を
始
め
て

55
年
た
ち
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん

と
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、
良

い
作
品
を
作
る
た
め
に
頑
張
れ
ま
す
』

と
、
活
動
の
魅
力
を
語
る
の
は
、
結

成
当
時
か
ら
サ
ー
ク
ル
の
代
表
を
務

め
る
大お

お

畑は
た

啓け
い

子こ

さ
ん
。

　

『
現
在
、
会
員
は
60
代
か
ら
70
代

ま
で
の
10
人
で
す
。
若
い
方
や
初
心

者
の
方
で
も
、
か
ぎ
針
の
持
ち
方
か

ら
教
え
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
く
だ

さ
い
ね
』
と
大
畑
さ
ん
は
呼
び
か
け

ま
す
。

　

平
成
24
年
に
入
会
し
た
岡お

か

本も
と

智ち

栄え

子こ

さ
ん
は
、
『
家
に
古
い
糸
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
の
再
利
用
の
た
め
に

何
か
作
れ
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
入

会
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
編
み
物
は

奥
が
深
く
、
終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
し

て
い
く
の
で
、
い
つ
も
完
成
し
た
と

き
に
感
動
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
体

に
合
う
よ
う
に
服
を
編
む
こ
と
が
目

標
で
す
ね
』
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

見
学
・
入
会
を
希
望
す
る
方
は
大

畑
さ
ん
（
☎
85
4
7
1
0
）
ま
で
。

▲ 互いに編み方のアドバイスをする会員の皆
さん

きれいに編めると、上達
していく感動や使う喜び
が生まれます

問
い
合
わ
せ

　

室
蘭
地
方
気
象
台

（
☎
㉒
4
2
4
9
）
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▲ 500号まで続いた『川柳のぼりべつ』

　

「
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
人
生
は
全

て
が
順
調
に
運
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
苦

労
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
生
き
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
あ
る
悲
し
み
や
喜
び
を

表
し
た
川
柳
は
強
い
共
感
を
呼
び
、
川

柳
の
短
い
一
句
に
は
、
一
冊
の
小
説
に

匹
敵
す
る
力
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
小

林
勉
さ
ん
。
人
の
感
情
や
社
会
風
刺
を

主
題
と
し
た
、
文
芸
と
し
て
の
川
柳
を

普
及
さ
せ
た
い
と
の
思
い
で
、
会
報
誌

の
編
集
や
句
会
な
ど
の
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

登
別
川
柳
社
の
会
報
誌
『
川
柳
の
ぼ

り
べ
つ
』
は
、
同
社
の
伝
統
で
も
あ
る

優
し
く
温
か
い
句
を
残
す
こ
と
に
主
眼

が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
会
員
が
互

い
の
作
品
を
選
ん
で
点
数
を
付
け
る
互

選
形
式
が
大
き
な
特
徴
で
、
会
報
誌
を

手
書
き
で
作
っ
て
い
た
頃
か
ら
最
終
号

の
第
500
号
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

「
み
ん
な
他
の
人
か
ら
点
数
を
も
ら

え
れ
ば
う
れ
し
い
し
、
創
作
活
動
の
励

み
に
も
な
り
ま
す
。
編
集
は
、
集
ま
っ

た
句
を
た
だ
掲
載
す
る
よ
り
も
大
変
で

す
が
、
毎
回
寄
せ
ら
れ
る
心
の
こ
も
っ

た
句
に
励
ま
さ
れ
、
こ
こ
ま
で
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
互
選
形
式

の
会
報
誌
は
、
投
句
を
す
る
メ
ン
バ
ー

が
句
を
通
し
て
お
互
い
に
励
ま
し
合
う

　

「
会
報
誌
は
終
刊
と
な
り
ま
し
た
が
、

句
会
な
ど
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
ず
続
け
て
い
き
ま
す
。
元
気
な
う
ち

は
句
会
を
続
け
、
川
柳
の
楽
し
さ
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
、
今
後
の
活
動
へ
の
意
気
込
み
を
話

す
小
林
さ
ん
。

　

同
社
の
標
語
と
な
っ
て
い
る
『
市
民

に
川
柳
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
』
を
自

身
の
人
生
の
テ
ー
マ
に
、
川
柳
の
裾
野

を
広
げ
る
た
め
、
活
動
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

場
、
人
の
心
の
内
に
共
感
で
き
る
貴
重

な
場
と
し
て
、
地
域
の
ひ
と
つ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
」

と
、
小
林
さ
ん
は
会
報
誌
制
作
を
振
り

返
り
ま
す
。

人
の
心
の
機
微
を
捉
え
る

川
柳
を
広
め
た
い

市
民
に
川
柳
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
活
動
を
目
指
し
て

小
こ

林
ばやし

　勉
つとむ

さん（登別東町）
　昭和47年の結成以来、42年間に渡って
句会を開き、毎月、会報誌『川柳のぼり
べつ』を発行してきた登別川柳社。会員
の高齢化などにより、ことし 7月発行の
第500号を最後に、会報誌を終刊するこ
とを決めました。
　志

し

水
みず

美
よし

徳
のり

さん（初代）、加
か

納
のう

虎
とら

男
お

さん
（ 2代目）の後を継ぎ、平成 4年から同
社の主幹（代表）を務めている小林勉さ
んは、文芸としての川柳を広めるため、
会報誌の発行などで中心的な役割を果た
してきました。
　小林さんに活動への思いと今後の取り
組みについて聞きました。

文芸としての川柳を
多くの人に知っても
らいたい

昭和17年、白老町生まれ。72歳。
白老町内の学校を卒業後、 3年間漁業に従事し、昭和35年か
ら郵便局で勤務。結婚を機に登別市へ移住し、登別川柳社で
の活動を開始。現在は同社の主幹を務める傍ら、登別市文化
協会の常任理事としても活動している。
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・

☎85 2 9 5 8 ）

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚160円）』を貼って出してください。

　（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集１０
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話のかけ間違いに十分注意してください。

う
ほ
か
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ば
い
煙
や
悪
臭
の
原
因
と
な
る

木
材
、
油
脂
類
、
布
、
紙
、
草
も
燃

や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

野
焼
き
を
発
見
し
た
場
合
、
次
の

こ
と
を
分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

•
発
生
日
時
、
頻
度
、
場
所

• 

焼
却
し
て
い
る
廃
棄
物
の
種
類
、

煙
の
色
、
臭
い

•
野
外
焼
却
行
為
者
に
関
す
る
情
報

環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

野
焼
き
・
野
外
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う

整
骨
院
な
ど
を
受
診
し
て
い
る
方
へ

調
査
を
実
施
し
ま
す

津
波
避
難
訓
練
実
施
に
伴
う

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

釣
り
人
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

ご
存
じ
で
す
か

住
宅
支
援
給
付
制
度

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
な
ど
、
廃
棄

物
の
野
焼
き
は
、
火
災
の
危
険
を
伴

 

9
月
・
11
月
、
平
成
27
年
１
月

 

医
療
費
適
正
化
の
た
め
、
整
骨
院

な
ど
を
受
診
し
た
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
へ
、
文
書
や
電
話
で

受
診
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す

※ 

調
査
は
市
が
委
託
し
て
い
る
㈱
大

正
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
の
職
員
が
行
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
Ｇ

 

（
☎
85
1
7
7
1
）

　

登
別
地
区
連
合
町
内
会
が
行
う
津

波
避
難
訓
練
で
、
大
津
波
警
報
を
知

ら
せ
る
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行

い
ま
す
。

　

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

訓
練
当
日
、
災
害
が
発
生
ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、

訓
練
と
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

9
月
21
日
㈰
10
時

 

登
別
地
区
内
3
カ
所
に
あ
る
消
防

サ
イ
レ
ン

総
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
3
0
）

　

胆
振
総
合
振
興
局
管
内
の
沖
合
海

域
で
は
、
マ
ツ
カ
ワ
カ
レ
イ
（
タ
カ

ノ
ハ
、
タ
ン
タ
カ
）
の
放
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
海
域
で
全
長
35
㌢
㍍
未
満
の

マ
ツ
カ
ワ
カ
レ
イ
を
採
捕
し
た
場
合
、

資
源
保
護
の
た
め
、
速
や
か
に
海
に

戻
し
て
く
だ
さ
い
。

 

胆
振
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務

局
（
☎
㉔
9
8
1
2
）

　

離
職
者
の
方
へ
、
住
宅
と
就
労
機

会
の
確
保
の
た
め
に
支
援
金
を
給
付

し
ま
す
。

 

離
職
に
よ
り
住
宅
を
喪
失
ま
た
は

喪
失
す
る
恐
れ
の
あ
る
65
歳
未
満

の
方
な
ど

※ 

離
職
後
2
年
以
内
で
、
就
労
能
力

と
就
労
意
欲
の
あ
る
方
に
限
り
ま

す
。

 

3
カ
月
を
上
限
に
支
援
金
を
給
付

し
ま
す

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
Ｇ
（
☎
85
2
0
0
8
）

地　区 収集期間 申込期間
美園町 4～ 6丁
目

10月 6 日㈪～
10月11日㈯

9月22日㈪～
10月 3 日㈮

富浦町１～ 5丁
目、幸町、登別
本町、登別港町

10月13日㈪～
10月18日㈯

9月29日㈪～
10月10日㈮

片倉町、新栄町、札
内町、来馬町、富浦
町（１～ 5丁目除く）

10月20日㈪～
10月25日㈯

10月 6 日㈪～
10月17日㈮

美園町１～ 3丁
目

10月27日㈪～
11月１日㈯

10月14日㈫～
10月24日㈮

9/30
㈫

　　　『臨時福祉給付金』・　　　『臨時福祉給付金』・
『子育て世帯臨時特例給付金』『子育て世帯臨時特例給付金』
の申請締め切り日ですの申請締め切り日です

　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の支
給対象となる可能性のある方に対し、申請書を送付
しています。期限を過ぎると申請ができないため、
まだ申請をしていない方は、手続きを行ってくださ
い。
※ 臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の両
方の受給資格がある方には、臨時福祉給付金のみ
支給されます。
※ 申請書が届いていない方、紛失
　した方は問い合わせください。

問い合わせ
•臨時福祉給付金　
　社会福祉グループ（☎85１９１１）
•子育て世帯臨時特例給付金　
　子育てグループ（☎85５６３４）

18 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ



計
画
・
税

財
政

雇
用
・
労
働

た
め
、
北
海
道
地
域
中
小
企
業
経
営

改
善
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
託
者
が
相
談
希
望
の
企
業

を
個
別
訪
問
す
る
ほ
か
、
公
益
財
団

法
人
室
蘭
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
定
期

相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

定
期
相
談
会
9
月
25
日
㈭
13
時
30

分
〜
16
時

※ 

毎
月
25
日
ご
ろ
開
催
予
定
。

無
料

※ 

相
談
後
の
支
援
は
、
内
容
に
よ
り

有
料
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

公
益
財
団
法
人
室
蘭
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー

 

島
崎
中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

（
胆
振
・
日
高
地
区
受
託
者
）

（
☎
0
1
4
2
㉕
5
2
3
2
）

（
午
後
）
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

（
午
前
）
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

（
午
後
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

市
民
会
館

 

消
防
本
部
や
消
防
署
、
各
消
防
支

署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
9
月
23
日
㈫
ま

で
に
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
に

提
出

※ 

給
油
取
扱
所
は
、
11
月
14
日
㈮
に

苫
小
牧
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

放
置
自
転
車
を
整
理
し
ま
す

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
入

校
前
適
性
相
談
を
実
施
し
ま
す

経
営
力
強
化
を
し
た
い
企
業
の
方
へ

〜
無
料
経
営
相
談
を利用

し
ま
せ
ん
か
〜

平
成
26
年
第
2
回

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

新
築
や
改
築
を
し
た
方
、
表
示
板

を
紛
失
・
破
損
し
た
方
に
、
家
屋
な

ど
の
所
在
を
分
か
り
や
す
く
す
る
家

屋
表
示
板
を
無
償
で

配
布
し
ま
す
。

 

9
月
30
日
㈫
ま
で

に
都
市
計
画
・
公

園
Ｇ
（
☎
85
4
1

1
5
）

　

Ｊ
Ｒ
幌
別
駅
と
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
駐

輪
場
の
整
理
を
行
い
ま
す
。
各
駐
輪

場
に
自
転
車
を
放
置
し
て
い
る
方
は
、

早
急
に
持
ち
帰
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

• 

9
月　

7
月
に
警
告
書
を
添
付
し

た
放
置
自
転
車
の
撤
去
（
市
有
地

で
１
年
間
保
管
）

• 

平
成
27
年
9
月　

放
置
自
転
車
の

処
分

都
市
計
画
・
公
園
Ｇ

 

（
☎
85
4
1
1
5
）

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
方

の
入
校
前
適
性
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
27
年
3
月
13
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
（
☎
0
1
2
5
52
2
7
7
4
）

　

北
海
道
は
、
経
営
改
善
や
事
業
再

生
な
ど
経
営
力
強
化
の
サ
ポ
ー
ト
の

• 

10
月
3
日
㈮
（
午
前
）
一
般
・

　

市
・
道
民
税
（
第
2
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
4
期
）
、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
3
期
）
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
第
3
期
）
の
納
期
限
は
9
月
30
日

㈫
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）
、
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7

1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5

7
2
0
）
、
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
2
1
3
7
）

❾月10日は下水道 の日です

問い合わせ
下水道グループ　☎85９０５２

　市は、下水道の日にちなみ、 9月を『下
水道促進月間』として、未水洗化家屋の訪
問調査を行います。ご理解とご協力をお願
いします。
◎トイレの水洗化はお済みですか
　～清潔で快適な生活のために～
　登別の恵まれた自然環境を守り、快適な
生活を営むため、市は多くの費用を掛けて
下水道を整備しています。
　この下水道の機能を十分に発揮させるた
めには、下水道が利用できるようになった
区域の皆さんに、一日も早くトイレの水洗
化や台所、浴室などからの汚水を下水道に
流す設備を作っていただく必要があります。
◎融資あっせん制度をご利用ください
　下水道が利用できるようになった区域で、
トイレの水洗化工事や排水設備設置の工事
を行う場合、市は皆さんの費用負担を軽減
し、水洗化を促進するため、融資のあっせ
ん制度を設けています。
◎下水道はみんなで使う公共の財産です
　一人一人がルールを守り上手に使いま
しょう
•水洗トイレには専用の紙以外流さない
• 台所から食用油や野菜くずなどを流さな
い
•雨水や雪を下水道管に入れない
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＝
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募　

集

36
ROUTE

国　道

学
習
会
に
対
し
、
市
が
講
師
謝
礼
金

（
１
回
5
千
円
、
外
部
講
師
に
限
る
）

を
負
担
す
る
も
の
で
す
。

▼
手
続
き
の
流
れ

① 

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
講
座
な

ど
を
企
画

② 

利
用
申
込
書
を
、
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
2
週
間
前
ま
で
に
社
会
教

育
Ｇ
に
提
出

③ 

講
座
終
了
後
、
2
週
間
以
内
に
実

施
報
告
書
（
写
真
2
枚
を
添
付
）

を
社
会
教
育
Ｇ
へ
提
出

※ 

利
用
申
込
書
は
教
育
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

き
る
方

※
基
礎
講
習
の
み
の
受
講
も
可
。

 

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
除
細
動
、

傷
の
手
当
て
、
止
血
方
法
、
搬
送
・

救
護
な
ど
の
講
習

※ 

全
日
程
を
修
了
し
た
方
に
は
『
受

講
証
』
を
、
最
終
日
の
検
定
の
成

績
優
秀
者
に
は
『
認
定
証
』
を
交

付
し
ま
す
。

15
人
（
申
し
込
み
順
）

 
基
礎
講
習
１
千
500
円
、
養
成
講
習

１
千
700
円

 

9
月
17
日
㈬
ま
で
に
日
本
赤
十
字

社
登
別
市
地
区
事
務
所
（
社
会
福

祉
Ｇ
内
☎
85
1
9
1
1
）

防
衛
医
科
大
学
・
防
衛
大
学

入
学
試
験
実
施

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
・

救
急
員
養
成
講
座

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座

登別市　　　　　のまちづくり
人材育成研修会

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か

▼日時　10月18日㈯13時～（受付12時30分～）

▼場所　市民活動センター

▼  内容　市民と行政が『協働のまちづくり』に
ついて共通の理解を深めながら、主体的にま
ちづくりを推進する人材を育成するため、研
修会を開催します

▼定員　30人（申し込み順）
【講師】岡

おか

山
やま

洋
よう

一
いち

さん
1984年から、ディベート、プレゼンテーショ
ン、会議の技法などの指導をはじめ、全国の
自治体、民間企業、大学などで多数の講師実
績を持つ。㈱アムリプラザ代表取締役。

▼  申し込み　 9 月26日㈮までに電話またはＥ
メール：kikaku@city.noboribetsu.lg.jpで
企画調整グループ（☎85１１２２）

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

看
護
学
科　

10
月
18
日
㈯

　

医
学
科　

11
月
１
日
㈯
・
2
日
㈰

 

平
成
27
年
4
月
１
日
現
在
、
高
校

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
で
21
歳

未
満
の
方

9
月
5
日
㈮
〜
30
日
㈫
（
必
着
）

防
衛
大
学
校
学
生

 

推
薦　

9
月
27
日
㈯
ま
た
は
28
日

㈰

　

総
合
選
抜　

9
月
27
日
㈯

　

一
般　

11
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰

 

平
成
27
年
4
月
１
日
現
在
、
高
校

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
で
21
歳

未
満
の
方

• 
推
薦
・
総
合
選
抜　

9
月
5
日
㈮

〜
9
日
㈫
（
必
着
）

• 

一
般　

9
月
5
日
㈮
〜
30
日
㈫

（
必
着
）

 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭

地
域
事
務
所
（
☎
44
9
5
3
3
）

• 

基
礎
講
習　

9
月
21
日
㈰
9
時
〜

14
時

• 

養
成
講
習　

9
月
21
日
㈰
14
時
〜

17
時
、
27
日
㈯
・
28
日
㈰
9
時
〜

17
時

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

 

15
歳
以
上
で
3
日
間
と
も
受
講
で

　

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
は
、
年
１

回
、
市
内
の
10
人
以
上
の
団
体
・

サ
ー
ク
ル
が
自
主
的
に
行
う
講
座
や

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

• 

掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
、

手
数
料
も
掛
か
り
ま
せ
ん

• 

社
外
積
み
立
て
で
管
理
も
簡
単
で

す
• 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
や
事
業
主

の
家
族
従
業
員
の
方
も
加
入
が
可

能
で
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

 
（
☎
03

－

6
9
0
7

－

1
2
3
4
）

警察の相談ダイヤル
♯９１１０

緊急の事件・事故以外の
相談は♯９１１０をご利
用ください。
問い合わせ　
室蘭警察署　相談係

（☎46０１１０）

9 月11日は9月11日は
『警察相談の日』『警察相談の日』国道36号 室蘭新道 通行規制のお知らせ

　国道36号室蘭新道の御崎高架橋の補修工
事を行うため、御崎ランプの通行止め、御
崎高架橋本線の車線規制、幅員減少の通行
規制を行っています。ご不便をお掛けしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ　
室蘭道路事務所（☎85９８００）

仲町ランプ

室蘭駅
御崎ランプ

室蘭港

通行規制区間

協 働
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登別市嘱託員を募集します
◆任用期間　10月１日～平成27年 3 月31日
◆試験月日　 9月20日㈯
◆試験場所　市役所
◆試験方法　面接試験
◆ 申込方法　
人事・行政管理グループと各支所に備え
付け、または市ホームページに掲載の申
込書に必要事項を記入の上、 9月12日㈮
（土・日曜日を除く 9時から17時30分）
までに人事・行政管理グループに持参し
てください。
◆問い合わせ　人事・行政管理グループ
 （☎85１１３２）

募集職種と勤務条件など

愛犬の狂犬病予防注射は済んでいますか？

秋の狂犬病予防注射を行います 料金　１頭につき3,110円
（注射料金2,560円、
注射済票交付手数料550円）　飼い主は飼い犬に狂犬病予防注射を年１回接種させることが

義務付けられています。

狂犬病予防注射日程表（雨天決行）※期間中、都合の良い時間・場所にお越しください。
実施時間 実施地区 実施場所

 8時50分 ～  9時00分 鷲別町 3丁目 鷲別公民館前
 9時10分 ～  9時20分 若草町 2丁目 さわやか公園
 9時30分 ～  9時40分 富岸町 2丁目 富岸青少年会館前
 9時55分 ～ 10時05分 桜木町１丁目 登別交番横空き地
10時30分 ～ 10時40分 片倉町 6丁目 しんた21駐車場
10時50分 ～ 11時00分 千歳町 3丁目 幌別中学校前
11時15分 ～ 11時25分 登別本町１丁目 登別中学校職員玄関前
11時35分 ～ 11時45分 登別東町 3丁目 婦人センタ－駐車場

※ 当日受けることができない場合、市内の獣医科医院で接種してください。市外で接種した場合は、
市が発行する狂犬病予防注射済票の発行手続きが必要です。
※未接種扱いの畜犬の飼い主の方には、 9月中に別途ご案内します。
※詳しくは問い合わせください。
問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85２９５８）

9 　　 /28日

募集職種 調理員
募集人数 1 人
勤務地 市内保育所
主な
業務内容 給食の調理や食器の洗浄業務

勤務条件

【勤務時間】
次の勤務割を基本に、週29時間勤務となります
① 8時45分～14時40分（月～金曜日）
　 9時～12時（土曜日）
②10時～15時55分（月～金曜日）
　 9時30分～12時30分（土曜日）
【休日】日曜日、祝日など
【給与月額】128,400円

応募要件
（性別不問）

【資格など】
調理師免許を有するか、調理経験のある方
【年齢】
昭和25年 4 月 2 日～昭和59年 4 月 1 日生まれの方
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～１分でわかるパブリックコメント制度～

パブリックコメント制度って、そもそも何なのかな？

なるほど。でも、どうしてパブリックコメント制度が必要なの？

そうなんだ。さっそく募集内容を読んでみよう。

『市の基本的な構想や計画』、『市の基本的な制度を定める
条例』、『市民生活や事業活動に直接または重大な影響を与
える条例や規則・指針』、『公共施設の建設・廃止に係る計
画』、『事務事業評価』、『市の憲章や宣言』などを策定し
たり、改正・廃止したりするときに、市が作成した案を市民
の皆さんにお知らせして意見を公募するものなんだよ。

市の政策決定の過程を公開し、生活に大きく関わる政策や
条例などに市民の意見を反映させることで、よりよい市政
や市民参画によるまちづくりを目指すため、パブリックコ
メント制度を設けているんだよ。

平成26年度事務事業評価 登別市暴力団の排除の推進に
関する条例（案） 登別市地域材利用推進方針（案）

概要
・
目的

事務事業評価は、市が行った事務事
業の有効性や必要性を客観的に評価
・点検することで、事業の適正化・
効率化を図るとともに、行政運営の
透明性を確保し、市民の皆さんへの
説明責任を果たすことを目的として
います

登別市からの暴力団の排除について
基本理念を定め、市、市民および事
業者の責務を明らかにし、暴力団の
排除に関する基本的施策となる事項
などを定めることにより、市、市民
および事業者が一体となって暴力団
の排除を推進し、市民の安全で安心
な生活の確保を図る条例です

『登別市地域材利用推進方針』は、
公共建築物などにおける地域材（道
内の森林で産出され、道内で加工さ
れた木材）の利用を促進することに
より、健康的で温もりのある快適な
公共施設の確保を図るとともに、林
業の再生を通じた森林の適正な整備
を行うことを目的とした方針です

担当
グループ

企画調整グループ
〒059‒8701中央町 6丁目11

（☎85 1 1 2 2 ・思85 1 1 0 8 ）
Ｅメール：kikaku@city.
noboribetsu.lg.jp

市民サービスグループ
〒059‒8701中央町 6丁目11

（☎85 2 1 3 9 ・思85 7 6 7 4 ）
Ｅメール：shiminka@city.

noboribetsu.lg.jp

農林水産グループ
〒059‒8701中央町 6丁目11

（☎85 2 3 2 1 ・思85 8 2 8 6 ）
Ｅメール：agri@city.
noboribetsu.lg.jp

資料の
閲　覧

本案の全文は、市役所１階市民コーナー、各支所、市民会館、市立図書館、市民活動センター、各意見募集の
担当グループに備え付けるほか、市ホームページにも掲載します

意見の例
『○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくなる』
『条例案○条は、△△と記載されているが、□□の理由から◇◇のような記載が必要ではないか』など、皆さ
んの意見をお寄せください

意見の
提出方法

各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名②住所③氏名④電話番号⑤意見を記入し、各閲覧場
所備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメールで各意見募集の担当グループに提出し
てください
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。

意見に
対する
回　答

寄せられた意見に対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、上記閲覧場所に閲覧ファイルを備え
付けます
※意見を提出した方に対して個別の回答は行いません。
※意見を提出した方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

パブリックコメント（意見公募）制度パブリックコメント（意見公募）制度に基づきに基づき
皆さんからの意見を皆さんからの意見を募集募集しますします

募集期間募集期間
9月30日火まで9月30日火まで
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 10月18日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員： 6人（申し込み順）

10月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

9 月27日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

9月26日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

9 月18日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

9月11日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜
納税相談窓口

9 月25日㈭・26日㈮
… 9時～20時
9 月27日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

9 月11日㈭・26日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

23 困った！ときにはまず相談



＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

手
入
れ

15
人
（
申
し
込
み
順
）

200
円

 

コ
ッ
プ
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・

靴
 

9
月
19
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

9
月
26
日
㈮
10
時
〜
12
時

鷲
別
公
民
館

 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
指
導
者
の
方

 

子
育
て
や
地
域
の
情
報
を
お
伝
え

し
ま
す

15
組
（
申
し
込
み
順
）

動
き
や
す
い
服
装

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

9
月
25
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

9
月
26
日
㈮
10
時
〜
12
時

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

 

小
麦
粉
を
使
っ
た
粘
土
の
作
成
と

粘
土
遊
び

飲
み
物

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
80
2
7
7
2
）

9
月
20
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

亀
田
記
念
公
園

親
子

 

森
歩
き
を
楽
し
み
な
が
ら
、
森
の

恵
み
を
探
し
ま
す

15
組
（
申
し
込
み
順
）

１
人
100
円

 

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、
飲
み
物
、

帽
子
、
着
替
え

 

9
月
19
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

9
月
20
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

亀
田
記
念
公
園

子
育
て
中
の
保
護
者

 

木
こ
り
体
験
、
亀
田
記
念
公
園
の

9
月
8
日
㈪
10
時
〜
12
時

鷲
別
公
民
館
駐
車
場

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

消
防
の
仕
事
を
見
学
し
ま
す

15
組
（
申
し
込
み
順
）

運
動
靴
、
帽
子
、
着
替
え

 

9
月
5
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

お
楽
し
み
デ
ー

『
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う
』

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

学校教育Ｇ（☎88１１６２）

新入学児童健康診断新入学児童健康診断
を必ず受診してくださいを必ず受診してください

　平成27年に小学校に入学する児童の健康
診断と簡易テストを行います。
 市内に住所を有する平成20年 4 月 2 日～
平成21年 4 月１日生まれの方
場所 健康診断 簡易テスト

幌別小学校 10月29日㈬ 10月 1 日㈬
幌別西小学校 10月 2 日㈭ 10月29日㈬
幌別東小学校 10月24日㈮ 10月28日㈫
青葉小学校 10月 9 日㈭ 10月28日㈫
鷲別小学校 10月 8 日㈬ 10月30日㈭
若草小学校 10月27日㈪ 10月30日㈭
登別小学校 10月28日㈫ 10月22日㈬
富岸小学校 10月22日㈬ 10月27日㈪
※入学予定校で受診してください。
※ 対象となる世帯で、 9月26日㈮までに通
知が届かないときは、お問い合わせくだ
さい。

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4 カ月児健康診査

（平成26年 5 月16日～ 　　
 平成26年 6 月15日生まれ）

10月16日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手

帳、バスタ
オル、替え
オムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成25年12月生まれ）

10月 3 日㈮
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成25年 3 月生まれ）

10月22日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手
帳、お子さ
んの歯ブラ
シ

3 歳児健康診査
（平成23年 9 月生まれ）

10月 9 日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

10月30日㈭
9時20分～
10時　　　

発育・発達・育児・
栄養などの相談

母子健康手
帳

乳幼児健康相談 診査
問健康推進Ｇ（☎85０１００）

24 すくすく子育て　いきいき健康



室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

9 月 7 日㈰
9時～11時

松田歯科医院 （☎46６４８０）
室蘭市日の出町１丁目24－25
ヨシダ歯科 （☎86１８２０）
登別市若草町 2丁目14－ 3

9 月14日㈰
9時～11時

横山歯科医院 （☎㉒２３９４）
室蘭市母恋北町 2丁目 3－16
さかた歯科医院 （☎０１４２㉒１１８２）
伊達市舟岡町176－11

9 月15日㈪
9時～11時

由川歯科医院 （☎44３３７７）
室蘭市中島町 3丁目15－１

9月21日㈰
9時～11時

高砂公園歯科 （☎43２１１８）
室蘭市高砂町 2丁目１－21

9 月23日㈫
9時～11時

ちりべつファミリー歯科医院 （☎41４１４１）
室蘭市知利別町 3丁目 5－ 7

9 月28日㈰
9時～11時

J．FUKUDA DENTAL CLINIC （☎41７７５５）
室蘭市中島町１丁目31－10

9 月の歯科救急医療

※
い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
11
時
。

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

 

保
育
所
の
児
童
と
一
緒
に
遊
べ
る

よ
う
に
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

対
象
に
保
育
所
を
開
放
し
ま
す

上
靴
（
保
護
者
と
も
）
、
着
替
え

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

※
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30
分
。

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
外
遊
び
、

体
操
、
絵
本
、
製
作
な
ど

各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

 

9
月
8
日
㈪
か

ら
12
日
㈮
の
9

時
か
ら
17
時
ま

で
に
登
別
子
育

て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
80
2

7
7
2
）

•
9
月
3
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

• 

9
月
10
日
㈬
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

な
す

•
9
月
17
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時
。

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

 

地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ
合
う

場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会
場
に
伺

い
ま
す

上
靴
（
保
護
者
と
も
）

※ 

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

• 

１
歳
児
グ
ル
ー
プ　

10
月
2
日
か

ら
11
月
13
日
の
毎
週
木
曜
日
・
１

歳
6
カ
月
か
ら
2
歳
5
カ
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

• 

2
歳
児
グ
ル
ー
プ　

9
月
30
日
か

ら
11
月
11
日
の
毎
週
火
曜
日
・
2

歳
6
カ
月
か
ら
3
歳
5
カ
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

• 

１
歳
児
グ
ル
ー
プ　

9
月
30
日
か

ら
10
月
28
日
の
毎
週
火
曜
日
・
１

歳
6
カ
月
か
ら
2
歳
5
カ
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

• 

2
歳
児
グ
ル
ー
プ　

10
月
2
日
か

ら
30
日
の
毎
週
木
曜
日
・
2
歳
6

カ
月
か
ら
3
歳
6
カ
月
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

※
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
外
遊
び
、

体
操
、
絵
本
、
製
作
な
ど

各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

 

9
月
１
日
㈪
か
ら
5
日
㈮
の
9
時

か
ら
17
時
ま
で
に
中
央
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

• 

10
月
１
日
㈬
・
幌
別
東
保
育
所
、

登
別
保
育
所

• 

10
月
2
日
㈭
・
富
士
保
育
所
、
鷲

別
保
育
所

• 

10
月
9
日
㈭
・
栄
町
保
育
所

『
移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』

 

を
開
設
し
ま
す

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
あ
そ

び
の
広
場
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
あ
そ

び
の
広
場
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

25 すくすく子育て　いきいき健康



＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

健
　
　
康

い
き
い
き

聴
力
測
定
、
尿
・
血
液
（
血
糖
、

脂
質
、
肝
・
腎
機
能
、
貧
血
）
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
大
腸
が
ん

検
診
（
便
潜
血
）
、
肺
が
ん
検
診

選
択
項
目　

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ

ウ
ム
）
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50

歳
以
上
の
男
性
で
治
療
中
で
な
い

方
）

▼ 

検
査
料
金　

１
千
円
（
選
択
項
目

は
無
料
）

※ 

保
険
税
（
料
）
の
滞
納
が
あ
る
方

は
、
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

▼ 

持
ち
物　

特
定
健
診
ま
た
は
健
康

診
査
の
受
診
券

▼ 

申
し
込
み　

9
月
5
日
㈮
か
ら
10

月
17
日
㈮
（
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
み
10
月
31
日
㈮
）
ま
で
に

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7

1
）
ま
た
は
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
2
1
3
7
）

別
病
院
（
☎
80
3
2
3
5
）

▼
月
日
・
場
所　

•
11
月
10
日
㈪
・
市
民
会
館

•
11
月
11
日
㈫
・
鷲
別
公
民
館

• 

11
月
12
日
㈬
・
労
働
福
祉
セ
ン

タ
ー

• 

12
月
2
日
㈫
・
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

▼
対
象

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
以
上
の
方

※ 

同
じ
年
度
内
に
特
定
健
診
・
健
康

診
査
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
検
査
項
目

必
須
項
目　

身
体
・
血
圧
・
視
力
・

9
月
10
日
㈬
10
時
〜
12
時
30
分

Ｊジ
ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

 

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
最
適
な
レ
シ
ピ
で

料
理
を
作
り
ま
す

8
人
（
申
し
込
み
順
）

500
円

 

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
2
枚
、
筆
記
用

具
※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

9
月
5
日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登

9
月
11
日
㈭
18
時
30
分

室
蘭
・
登
別
保
健
セ
ン
タ
ー

 

脳
卒
中
や
子
ど
も
の
急
病
に
つ
い

て
※ 

臨
時
託
児
所
を
利
用
の
方
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

室
蘭
市
医
師
会
事
務
局

 

（
☎
45
4
3
9
3
）

9
月
12
日
㈮
10
時
〜
15
時

鈴
木
旅
館
（
カ
ル
ル
ス
温
泉
）

市
内
居
住
の
60
歳
以
上
の
方

 

体
操
や
体
力
測
定
な
ど

30
人
（
申
し
込
み
順
）

 

１
千
500
円
（
昼
食
・
温
泉
入
浴
付

き
）

動
き
や
す
い
服
装

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

9
月
8
日
㈪
ま
で
に
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登

別
病
院
（
☎
84
2
1
6
5
）

 
9
月
18
日
㈭
10
時
15
分
〜
12
時

（
受
付
10
時
〜
）

市
民
会
館

子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
る
方

 

講
師
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
、

皆
さ
ん
と
子
育
て
に
つ
い
て
考
え

ま
す

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
9
月
10

日
㈬
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

料
理
教
室

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
バ
ラ
ン
ス
食
！

市
民
健
康
教
室

第
33
回
秋
の
ホ
ッ
プ
！
ス
テ
ッ

プ
!!
ジ
ャ
ン
プ
!!!

家
庭
教
育
講
演
会

日時 10月25日㈯14時～17時 11月15日㈯14時～17時
場所 室蘭市保健センター 伊達市保健センター
対象 20歳以上の方
内容 問診、視触診による一次検診
定員 各日100人
料金 無料
申込
期限 9 月24日㈬

口腔がん検診を行います口腔がん検診を行います

申し込み方法
①氏名（ふりがな）、②生年月日、③性別、④
住所、⑤電話番号、⑥希望する検診会場を記入
し、はがきまたはファクス、Ｅメールで健康推
進グループ（〒059‒0016片倉町 6丁目 9－１、
思85 0 1 1 1 、Ｅメール：shinta21@city.no
boribetsu.lg.jp）
※１人につき１枚で申し込みください。
※定員を超えた場合は抽選を行います。
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

千
円
ド
ッ
ク
を

千
円
ド
ッ
ク
を

受
診
し
ま
せ
ん
か

受
診
し
ま
せ
ん
か
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申し込み方法
各検診の申込期限内に、①希望する検診名、
②氏名（ふりがな）、生年月日、③住所、
電話番号、④希望する日程・検診の会場、
⑤健康保険の種類を記入し、はがきまたは
ファクス、Ｅメールで健康推進グループ
（〒059‒0016片倉町 6丁目 9－１、思85 0
1 1 1 、Ｅメール：shinta21@city.nobo
ribetsu.lg.jp）
※１人につき１枚で申し込みください。
※ 定員を超えた場合は抽選を行い、結果は
検診の10日前までに通知します。

問い合わせ　健康推進グループ
（☎85０１００）

病気の早期発見のため検診を受けましょう

検診名 乳がん検診 子宮がん検診

日時
11月 1 日㈯

午前の部： 8時30分～
午後の部：12時30分～

11月29日㈯
午前の部： 9時～
午後の部：13時～

場所 しんた21

対象 偶数月生まれの40歳以
上の女性

偶数月生まれの20歳以
上の女性

内容 視触診・マンモグラフ
ィー検査 子宮頸

けい

部細胞診

定員 午前：50人
午後：40人 午前・午後：各100人

料金

2,200円
（50歳以上は1,900円） 1,700円

国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、
生活保護世帯、市民税非課税世帯の方は無料
です。

申込
期限 9 月26日㈮ 10月24日㈮

検診名 胃がん検診 大腸がん検診
場所
日時

10月 6 日㈪ 8時30分～12時　鷲別公民館
10月 9 日㈭ 8時30分～12時　し ん た 21

対象 40歳以上の方
（今年度40歳になる方も対象）

内容 バリウム検査 便潜血検査

定員 各日45人 各日50人

料金

2,900円 1,100円

国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、
生活保護世帯、市民税非課税世帯の方は無料
です。

申込
期限 9 月16日㈫

健診名 女性のための健康診査

日時 11月 5 日㈬、10日㈪　13時30分～

場所 しんた21

対象 19歳～39歳の女性
（今年度40歳になる方は対象外）

内容 身体測定、血圧測定、尿検査、血液検査（貧血、
コレステロール、血糖値）

定員 各日60人

料金 1,500円
国民健康保険の加入者は無料です。

申込
期限 10月 3 日㈮
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

９
月
号

カルチャーナイト2014カ

 

10
月
2
日
㈭
・
7
日
㈫
・
9
日
㈭

10
時
〜
12
時

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
方

 

玉
編
み
模
様
の
ベ
ス
ト
の
編
み
方

9
月
7
日
㈰
15
時
30
分

500
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

登
別
合
唱
協
会
・
古
田
さ
ん

 

（
☎
85
6
2
4
4
）

9
月
28
日
㈰
10
時
〜
17
時

ピ
ア
ノ
演
奏
、
独
唱

同
協
会
・
縫
部
さ
ん

 

（
☎
88
0
8
7
8
）

9
月
18
日
㈭
10
時
〜
11
時
30
分

易
し
い
曲
か
ら
練
習
し
ま
す

5
人
（
申
し
込
み
順
）

筆
記
用
具

 

9
月
16
日
㈫
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

9
月
27
日
㈯
14
時
〜
16
時

 

江
差
追
分
の
う
た
い
方
を
学
び
ま

す20
人
（
申
込
順
）

筆
記
用
具

9
月
17
日
㈬
〜
20
日
㈯

絵
画
と
陶
芸
作
品
の
展
示

9
月
21
日
㈰
10
時
〜
12
時

10
人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

 
9
月
18
日
㈭
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

9
月
16
日
㈫
10
時
〜
11
時
30
分

 

ア
イ
ヌ
文
化
に
学
ぶ
こ
と
―
登
別

の
ア
イ
ヌ
語
地
名
は
『
宝
石
』
―

20
人
（
申
し
込
み
順
）

ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具

 

9
月
12
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

9
月
27
日
㈯
10
時
〜
12
時

小
学
生
以
上
の
方

 

講
師
に
よ
る
対
局
指
導
を
行
い
ま

す20
人
（
申
し
込
み
順
）

 

9
月
24
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

9
月
9
日
㈫
〜
14
日
㈰

※ 

11
日
㈭
12
時
30
分
〜
15
時
に
体
験

会
を
開
催
し
ま
す
。

同
サ
ー
ク
ル
・
古
川
さ
ん

 

（
☎
87
1
6
7
5
）

9
月
26
日
㈮
19
時
〜
20
時
30
分

 

表
計
算
ソ
フ
ト
の
画
面
構
成
に
つ

い
て
・
表
計
算
（
基
礎
）

10
人
（
申
し
込
み
順
）

500
円

パ
ソ
コ
ン

 

9
月
22
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

9
月
17
日
㈬
〜
20
日
㈯

陶
芸
教
室
の
受
講
者
に
よ
る
展
示

登
別
美
術
協
会
・
佐
藤
さ
ん

 

（
☎
090

－

8
2
7
8

－

7
5
4
9
）

登
別
コ
ー
ラ
ス

 

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
36

登
別
音
楽
協
会

 

第
46
回
音
楽
発
表
会

大
正
琴
無
料
体
験
教
室

江
差
追
分
道
場

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
作
品
展

子
ど
も
将
棋
教
室

囲
碁
教
室

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
絵え

綺き

 

作
品
展
示
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

 

第
5
回
（
全
6
回
開
催
）

登
別
歴
史
散
歩

 

第
3
回
（
全
5
回
開
催
）

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

 

『
陶
芸
教
室
』
展
示
会

編
み
物
（
手
編
み
）
教
室

登
別
美
術
協
会
・
佐
藤
さ
ん

 

（
☎
090

－

8
2
7
8

－

7
5
4
9
）

を
学
び
ま
す

20
人
（
申
し
込
み
順
）

2
千
円
・
か
ぎ
針
4
号
、
5
号

 

9
月
12
日
㈮
ま
で
に
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1
1

6
）

 

9
月
24
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

の
ぼ
り
ん
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
ぼ
り
ん
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
ぼ
り
ん
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

の
ぼ
り
ん
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　

『
の
ぼ
り
ん
』

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館　市内のさまざまな施設を

夜間開放して、文化の魅力
に触れるイベントです。
日時　 9月26日㈮
　　　15時～22時
　　（ 施設によって異なり

ます）
場 所　市内主要施設16カ所
（市民会館・市民活動セ
ンターなどにパンフレッ
トがあります）

問い合わせ問い合わせ
同実行委員会事務局・藤井同実行委員会事務局・藤井
さん（☎090‒7511‒0234）さん（☎090‒7511‒0234）
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9
月
6
日
㈯
10
時
〜
12
時

4
歳
以
上
の
方

※
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

飛
ん
で
い
る
ト
ン
ボ
を
探
し
ま
す

100
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物

 

9
月
5
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

Ｆ
Ｋ
Ｒ
1̀4

 

鉱
山
に
い
る
ト
ン
ボ
を
探
そ
う
！

9
月
9
日
㈫
10
時
〜
15
時

18
歳
以
上
の
方

 

木
を
加
工
し
て
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
カ
ト
ラ
リ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
作

り
ま
す

7
人
（
申
し
込
み
順
）

900
円

 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク

 

9
月
6
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
7
日
㈰
12
時
30
分
〜
15
時

 

5
歳
〜
小
学
2
年
生
と
そ
の
保
護

者

 

子
：
木
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
、

親
：
森
の
中
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
な
が
ら
キ
ノ
コ
探
し

１
人
200
円

 

9
月
10
日
㈬
、
17
日
㈬
、
24
日
㈬
、

10
月
１
日
㈬
10
時
〜
12
時

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

 

外
へ
出
て
散
歩
を
し
ま
す

大
人
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
②

森
ン
子
く
ら
ぶ

森
の
ち
ょ
こ
っ
と
子
育
て
ひ
ろ
ば

 

9
月
17
日
㈬
・
10
月
１
日
㈬
10
時

30
分

乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

10
月
4
日
㈯
13
時
30
分

幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

9
月
27
日
㈯
15
時

 

職
員
が
館
内
を
案
内
す
る
ほ
か
、

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

上
手
な
検
索
の
仕
方
な
ど
を
紹
介

し
ま
す

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

9
月
27
日
㈯
13
時
30
分

幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

9
月
20
日
㈯
13
時
30
分

 

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
26
日

㈮
）
。

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

 

9
月
13
日
㈯
①
10
時
30
分
・

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）
・
み
み
ず
く
と
お
つ
き
様
・

ベ
ロ
だ
し
チ
ョ
ン
マ
、
②
13
時
・

ど
な
た
で
も
・
紙か

み

屋や

悦え
つ

子こ

の
青
春

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

 

①
9
月
2
日
㈫
〜
25
日
㈭
・
市

立
図
書
館
・
鷲
別
公
民
館

②
9
月
2
日
㈫
〜
12
日
㈮
・
婦
人

セ
ン
タ
ー

 

市
内
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
長
児

の
読
書
感
想
画
を
展
示
し
ま
す

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

休
館
情
報

映
画
会

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

年
長
児
の

 

読
書
感
想
画
展
示　
　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
じ
さ
ん
ズ
〜

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

〜
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
〜

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物

 

9
月
4
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

 

１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
増
）

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

※ 

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

 

（
☎
85
2
5
6
9
）

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

周波数84.2メガヘルツ　
室蘭まちづくり放送㈱
（☎84１６６２）

▼市からのお知らせ特大号『防災』
　 9月25日㈭　17時30分

▼市からのお知らせ
月・木曜日（各日 2回） 7時57分、
17時51分

問い合わせ　
企画調整グループ（☎85６５８６）

　　　　　　　   で
市からのお知らせを
放送しています
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

方

 

清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、

起
伏
に
富
ん
だ
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

コ
ー
ス
を
走
り
ま
す

 

各
コ
ー
ス
合
計
150
人
（
申
し
込
み

順
）

 

20
㌔
㍍
・
10
㌔
㍍
・
5
㌔
㍍
・
3

㌔
㍍
の
部
：
2
千
円
（
小
学
生
以

下
１
千
500
円
）
、
１
㌔
㍍
の
部
：

600
円
（
小
学
生
以
下
500
円
）

 

9
月
17
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

飲
み
物
、
着
替
え

 

9
月
18
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

護
者
同
伴
）

 

秋
の
収
穫
を
楽
し
み
、
カ
レ
ー
を

作
り
ま
す

300
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

 

（
☎
85
2
5
6
9
）

 

9
月
13
日
㈯
10
時
〜
14
日
㈰
13
時

30
分

小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生

 

１
日
目
は
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山
口

か
ら
ヒ
ュ
ッ
テ
ま
で
、
2
日
目
は

早
朝
に
山
頂
ま
で
登
り
ま
す

20
人
（
申
し
込
み
順
）

2
千
800
円

 

9
月
10
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
12
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

秋
の
森
を
た
く
さ
ん
歩
き
ま
す

 

１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
増
）

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
着
替

え
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

 

9
月
9
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
21
日
㈰
10
時
〜
14
時

 

3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の
家

族

 

親
子
で
野
外
で
の
調
理
を
楽
し
み

ま
す

200
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
昼
食
、

9
月
19
日
㈮
10
時
〜
12
時

18
歳
以
上
の
方

 

こ
の
季
節
に
楽
し
め
る
自
然
を
ネ

イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す

300
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

 

9
月
18
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
21
日
㈰
10
時
〜
15
時

 

教
職
員
、
自
然
体
験
活
動
指
導
者

を
目
指
す
方

 

森
の
生
き
物
に
つ
い
て
楽
し
く
学

び
ま
す

15
人
（
申
し
込
み
順
）

200
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
昼
食
、

飲
み
物
、
着
替
え

 

9
月
20
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
28
日
㈰
8
時
〜
13
時

 
各
コ
ー
ス
の
設
定
条
件
を
満
た
す

山
の
学
校

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山

 

＆ア
ン
ド

山
小
屋
泊

森
の
サ
ロ
ン

 

秋
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク　

森
の
よ
う
ち
え
ん

 

森
の
ク
ッ
キ
ン
グ

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

 

旅
す
る
鳥
の
物
語

指
導
者
向
け
講
座

 

『
学
校
教
育
×
環
境
教
育
』

コ
ー
ザ
ン
・
グ
リ
ー
ン
レ
ー
ス

 

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

9
月
14
日
㈰
10
時
〜
13
時

 

ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は
保

9
月
23
日
㈫
10
時
〜
15
時

 

ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

 

秋
を
探
し
な
が
ら
、
三
段
の
滝
を

目
指
し
ま
す

50
人
（
申
し
込
み
順
）

 

700
円
（
小
学
生
300
円
、
幼
児
無
料
）

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
昼
食
、

飲
み
物
、
帽
子

 

9
月
21
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
23
日
㈫
10
時
〜
12
時

18
歳
以
上
の
方

 

歴
史
を
た
ど
る
散
策
と
鉱
山
の
昔

話
を
楽
し
み
ま
す

20
人
（
申
し
込
み
順
）

200
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

 

9
月
21
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
27
日
㈯
10
時
〜
13
時

 

里
山
を
き
れ
い
に
し
た
後
、
里
山

の
秋
を
感
じ
な
が
ら
散
歩
を
楽
し

み
ま
す

30
人
（
申
し
込
み
順
）

200
円
（
小
学
生
以
下
100
円
）

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

 

9
月
26
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

は
っ
た
け
収
穫
祭

秋
の
ワ
ン
デ
イ
ハ
イ
ク

鉱
山
大
同
窓
会

里
山
づ
く
り
の
日

2014みんなで見てみよう！若山浄化センター
　 9月10日の『下水道の日』にちなみ、地域の皆さんに下水
道の仕組みをご紹介します。
日時　 9月15日㈪10時～15時（小雨決行）
場所　若山浄化センター
内 容　下水道施設の見学、実験コーナー、『登

と

夢
む

くん』『え
んまくん』との記念撮影（希望する方はカメラを持参）な
ど
問い合わせ　下水道グループ（☎85９０５２）
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野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物

 

10
月
2
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
プ
ー
ル
（
☎
85
5
5
8
8
）

9
月
19
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

子
育
て
中
の
方

15
人
（
申
し
込
み
順
）

800
円

 

9
月
16
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

ｍ
マ

マ

ａ
ｍ
ａ
の
た
め
の
サ
ロ
ン

 
ヨ
ガ
Ｃカ

フ

ェ

Ａ
Ｆ
Ｅ
・
森
林
浴

10
月
5
日
㈰
12
時
30
分
〜
15
時

 

5
歳
〜
小
学
2
年
生
と
そ
の
保
護

者

 

親
と
子
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
秋

の
味
覚
を
堪
能
し
ま
す

500
円
（
小
学
生
以
下
300
円
）

森
ン
子
く
ら
ぶ

 

9
月
6
日
㈯
8
時
〜
15
時
（
鉄
の

取
り
出
し
は
13
時
〜
14
時
）

 

ど
な
た
で
も
（
た
た
ら
製
鉄
操
業

へ
の
参
加
は
小
学
3
年
生
以
上
）

 

日
本
古
来
の
製
鉄
法
で
、
砂
鉄
と

木
炭
か
ら
和
鉄
を
造
り
ま
す

 

室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
・
石
崎
さ

ん
（
☎
85
1
1
7
9
）

小
た
た
ら
吹
き
製
鉄
と
鉄
の
鍛
錬

 

9
月
2
日
㈫
〜
11
月
16
日
㈰
10
時

〜
17
時
（
11
月
は
16
時
ま
で
）

 

明
治
3
年
、
海
を
渡
っ
て
登
別
へ

や
っ
て
来
た
片
倉
家
と
そ
の
家
来

た
ち
の
移
住
に
つ
い
て
の
展
示
で

す
。
姉
妹
都
市
で
も
あ
る
宮
城
県

白
石
市
か
ら
借
り
て
い
る
資
料
も

併
せ
て
紹
介
し
ま
す

190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

郷
土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

特
別
展
『
仙
台
藩
士

 
片
倉
家
の
北
海
道
移
住
』

登
別
市
幸
町
１
丁
目
5
番
地
2

☎
85
5
5
8
8

市
民
プ
ー
ル『
ら
く
あ
』

　

9
月
7
日
㈰
は
、
水
泳
大
会
開
催

の
た
め
全
館
終
日
休
館
し
ま
す
。

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と

臨
時
休
館
情
報

そ
の
他

9
月
20
日
㈯
9
時

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

300
円

 

昼
食
、
飲
み
物
、
敷
き
物
、
雨
具
、

動
き
や
す
い
服
装

※
雨
天
中
止
。

 

9
月
14
日
㈰
ま
で
に
登
別
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
荒
生
さ
ん

（
☎
86
8
6
3
6
）

市
民
レ
ク

 

登
別
地
獄
谷
遊
歩
道
の
散
策

　

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
が
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

9
月
28
日
㈰
13
時

幌
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
、
軽
可
搬
ポ

ン
プ
車
操
法
展
示
訓
練
（
女
性
分

団
）
、
6
分
団
合
同
放
水
訓
練

※
雨
天
中
止
。 

消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

登
別
市
消
防
訓
練
大
会

登
別
市
登
別
温
泉
町
123
番
地
１

☎
84
2
0
6
9

カ
ン
ト
・
レ
ラ

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

ドングリをください

第8回
鷲別海岸海洋浴ウォーキングまつり ウオーキング・ノルディックウオーキング

　カント・レラは、体験学習用の登別産ドングリを集め
ています。提供していただいたドングリは、まが玉のか
けらと交換します。
提 供方法　10月13日㈪までにカント・レラに持参してく
ださい
※ 虫が入っていることが多いので、拾い次第お早めにお
持ちください。
問い合わせ　カント・レラ（☎84２０６９）

日時　10月 4 日㈯　10時30分～14時
※悪天候の場合は翌日に延期。
場所　鷲別漁港特設ステージ
内 容　血圧測定、学生作品展示、海産物・野菜直売、
写真パネル展示、抽選会（温泉ペア宿泊券）など
問 い合わせ　鷲別海岸イベント実行委員会・林田さ
ん（☎090‒3776‒4868）

鷲別漁港～栄町（往復 5㌔㍍、約 1時間）
時間　10時30分～
※ 9時30分から受け付け。
参加料　200円（中学生以下無料）
※参加者に湯の花をプレゼント（先着300人）。
※ 希望者にはノルディックウオーキングのポー
ルを貸し出しします（先着50人）。

9
月
20
日
㈯
16
時
〜
20
時

小
学
生

 

晩
ご
飯
を
つ
く
っ
て
食
べ
た
後
、

夜
の
川
で
魚
の
調
査
を
行
い
ま
す

200
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
懐
中
電
灯
、
お
に
ぎ
り

 

9
月
17
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

 

夜
の
幌
別
川
水
族
館
調
査
隊
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

初
級
英
会
話
（
日
常
的
な
会
話
）

15
人
（
申
し
込
み
順
）

2
千
円

筆
記
用
具

 

9
月
12
日
㈮
ま
で
に
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1
1

6
）

の
作
品
）
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

（
ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、
手
打
ち

そ
ば
、
焼
き
鳥
な
ど
）
、
野
菜
販

売
、
包
丁
研
ぎ
、
演
芸
（
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
）
、
肥

料
の
配
布
（
先
着
100
人
）
な
ど

登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
88
0
8
8
0
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
救
急
講
習
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
済
み
シ
ー
ル

の
交
付

消
防
署
警
備
Ｇ
（
☎
85
2
5
5
1
）

食
、
飲
み
物
、
双
眼
鏡

 

9
月
14
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

9
月
15
日
㈪
7
時
〜
15
時

見
晴
公
園
集
合

18
歳
以
上
の
方

 

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
頂
上
で
南
に
向

か
う
ワ
シ
や
タ
カ
の
渡
り
を
観
察

し
ま
す

15
人
（
申
し
込
み
順
）

200
円

 
山
登
り
に
適
し
た
服
装
と
靴
、
昼

9
月
27
日
㈯
9
時
〜
12
時

亀
田
記
念
公
園

 

小
学
3
年
生
以
上
の
方
と
そ
の
保

護
者

 

亀
田
記
念
公
園
か
ら
富
岸
公
園
ま

で
の
間
を
清
掃
し
、
釣
り
体
験
を

行
い
ま
す
（
釣
っ
た
魚
は
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

15
組
（
申
し
込
み
順
）

500
円

 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
軍
手
、
タ

オ
ル

 

9
月
12
日
㈮
ま
で
に
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1
1

6
）

 

9
月
7
日
㈰
12
時
30
分
〜
15
時
30

分婦
人
セ
ン
タ
ー

 

オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
語
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
演
奏
な
ど

中
居
さ
ん
（
☎
55
6
2
6
2
）

Ｆ
Ｋ
Ｒ
1̀4

　
　
　

猛も
う

禽き
ん

渡
り
調
査

親
子
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー

 

＆ア
ン
ド

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

サ
ウ
ザ
ン
ド
パ
ワ
ー
ラ
イ
ブ

 

In
登

イ
ン

別

 

10
月
2
日
〜
23
日
の
毎
週
月
・
木

曜
日
（
13
日
㈪
を
除
く
・
全
6
回
）

18
時
30
分
〜
20
時

鷲
別
公
民
館

 

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
18

歳
以
上
の
方

9
月
27
日
㈯
10
時
〜
15
時

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

展
示
（
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
、
会
員

9
月
13
日
㈯
12
時
〜
15
時

イ
オ
ン
登
別
店

 

消
防
車
両
の
展
示
、
ミ
ニ
レ
ス

キ
ュ
ー
体
験
、
放
水
体
験
、
は
し

ご
車
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
記
念
撮
影
、
消
防
車
絵
画
展
示
、

9
月
20
日
㈯
9
時
〜
15
時

市
民
会
館
集
合

18
歳
以
上
の
方

 

海
か
ら
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
山
頂
（
標

高
745
㍍
）
を
目
指
し
ま
す

6
人
（
申
し
込
み
順
）

2
千
円

 

動
き
や
す
い
服
装
、
登
山
靴
、
飲

み
物
、
昼
食
、
帽
子

 

9
月
18
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

）、

9
月
21
日
㈰
9
時
〜
15
時

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

 

も
の
づ
く
り
体
験
、
包
丁
研
ぎ

（
9
時
30
分
〜
12
時
、
先
着
100
丁
・

１
人
2
丁
ま
で
）
、
作
品
展
示
・

販
売
、
イ
ベ
ン
ト
（
も
ち
ま
き
、

北
海
自
衛
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
な
ど

　

野
菜
販
売
、
食
事
コ
ー
ナ
ー
な
ど

登
別
職
業
訓
練
協
会

 

（
☎
85
1
4
5
0
）

初
心
者
英
会
話
教
室

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
2
0
1
4

消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

海
か
ら
登
山
to
カ

ト
ゥ

ム
イ
ヌ
プ
リ

第
5
回
登
別
技
能
祭

室蘭工業大学公開講座

放射能と放射線－正しい理解のために－
日時　 9月24日㈬～26日㈮17時30分～19時
定員　15人（申し込み順）
申し込み期限　 9月10日㈬

場所　室蘭工業大学
対象　高校生以上の方
参加料　1,000円
申し込み
同大学地域連携推進グループ備え付け、
または同大学ホームページ掲載の申込書
に必要事項を記入し、同大学地域連携推
進グループ（☎46５０２３）

英会話
～外国の文化について話しましょう～
日時　10月 9 日～11月13日の毎週木曜日
　　　18時30分～19時30分
定員　20人（申し込み順）
申し込み期間　 9月 8日㈪～19日㈮

住まいの環境と科学－呼吸する壁－
日時　 9月27日㈯13時30分～16時30分
定員　20人（申し込み順）
申し込み期限　 9月10日㈬
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◎ 

公
務
員
受
験
対
策
講
座

　

8
月
4
日
㈪
〜
6
日
㈬
の
3
日

間
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
公
務

員
受
験
対
策
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
多
く
の
受
講
者
か
ら
合
格

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
の
講

座
。
今
回
も
登
別
市
、
室
蘭
市
、

伊
達
市
や
、
苫
小
牧
市
、
洞
爺
湖

町
、
遠
く
は
北
見
市
や
陸
別
町
か

ら
、
50
人
を

超
え
る
高
校

3
年
生
が
集

ま
り
ま
し
た
。

受
験
本
番
に

向
け
て
、
手

応
え
を
感
じ

た
数
日
間
だ

っ
た
よ
う
で

す
。

9
月
の
体
験
入
学

• 

13
日
㈯
・
27
日
㈯

　

11
時
30
分
〜
15
時
30
分

• 

20
日
㈯
・
21
日
㈰

　

10
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

分と
も
か
な

 

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
爽

や
か
な
演
奏
会
で
す

30
人
（
申
し
込
み
順
）

500
円

9
月
19
日
㈮
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

選
』
の
『
吟ぎ

ん

味み

豚と
ん

』
の
販
売
な
ど

 

登
別
市
姉
妹
都
市
等
都
市
間
交
流

協
会
事
務
局
（
総
務
Ｇ
内
・
☎
85

1
1
3
0
）

ル
：ld.in.m

uro@
gm
ail.com

）

 

9
月
20
日
㈯
①
14
時
〜
17
時
・

吃き
つ

音お
ん

に
つ
い
て
の
勉
強
会
、
②
18

時
〜
20
時
45
分
・
悩
み
相
談
な
ど

 

胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ
ン

タ
ー

100
円

筆
記
用
具

同
会
・
竹
中
さ
ん

 

（
☎
090

－

1
5
2
9

－

3
7
2
3
）

平
成
27
年
１
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

室
蘭
工
業
大
学

 

有
線
操
縦
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
、
無
線

操
縦
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
、
自
立
移
動

ロ
ボ
ッ
ト
競
技

9
月
16
日
㈫
ま
で
に
同
大
学

 
（
☎
46
5
1
2
5
）

 

10
月
4
日
㈯
・
11
日
㈯
13
時
30
分

〜
15
時
30
分

 

室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー

ナ 小
学
生

 

学
年
に
応
じ
た
工
作
キ
ッ
ト
を
使

用
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
、

仕
組
み
を
学
習
・
体
験
し
ま
す

各
日
15
人
（
抽
選
）

 

9
月
19
日
㈮
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
連
絡
先
、
イ
ベ

ン
ト
名
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
ア

リ
ー
ナ
（
☎
・
思
83
5
6
5
0
、

Ｅ
メ
ー
ル
：ra_apply@

m
m
m
.

m
uroran-it.ac.jp

）

北
海
道
言
友
会

　
　
　

室
蘭
例
会

ロ
ボ
ッ
ト
サ
ッ
カ
ー

 

コ
ン
テ
ス
ト

ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト

 

工
作
体
験
教
室

9
月
20
日
㈯
15
時
〜
17
時

と
も
か
な

男
性

 

料
理
の
基
本
の
学
習
、
夕
食
の
お

か
ず
と
酒
の
さ
か
な
づ
く
り

6
人
（
申
し
込
み
順
）

１
千
500
円

 

9
月
18
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

9
月
23
日
㈫
9
時
30
分
〜
14
時

 

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ー
ム
集
合
（
白

老
町
）

18
歳
以
上
の
方

 

ト
ラ
ス
ト
の
森
（
約
4
㌔
㍍
）
を

歩
き
、
ウ
ヨ
ロ
川
流
域
の
自
然
や

サ
ケ
を
観
察
し
ま
す

10
人
（
申
し
込
み
順
）

１
千
円

 

動
き
や
す
い
服
装
、
防
寒
着
、
飲

み
物

 

9
月
20
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

 
9
月
11
日
㈭
13
時
30
分
〜
14
時
30

分ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ

 

健
康
を
テ
ー
マ
に
中
国
気
功
の
基

礎
を
体
験
し
ま
す

10
人
（
申
し
込
み
順
）

 

9
月
10
日
㈬
ま
で
に
西
い
ぶ
り
易

力
気
功
協
会
・
藤
井
さ
ん
（
☎
090

－
7
5
1
1

－

0
2
3
4
）

 

9
月
23
日
㈫
13
時
30
分
〜
14
時
30

 
9
月
20
日
㈯
13
時
45
分
〜
16
時
45

分

 

胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ
ン

タ
ー

 

行
動
の
「
な
ぜ
？
」
を
考
え
て
み

よ
う

70
人
（
申
し
込
み
順
）

 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属

を
記
入
し
、
9
月
13
日
㈯
ま
で
に

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
室

蘭
Ｌ
Ｄ
を
考
え
る
会
・
熊
谷
さ
ん

（
☎
・
思
㉓
1
9
2
3
、
Ｅ
メ
ー

男
の
料
理
教
室

ウ
ヨ
ロ
川
フ
ッ
ト
パ
ス
を
歩
こ
う

中
国
気
功
無
料
講
習
会

と
も
か
な
コ
ン
サ
ー
ト

教
育
講
演
会

 

9
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
10
時
〜
21

時
（
7
日
㈰
は
20
時
30
分
ま
で
）

 

幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭
り
会
場

（
市
役
所
前
）

 

白
石
市
：
温う

ー

麺め
ん

や
米
、
味
噌
の
販

売
、
温
麺
の
つ
か
み
取
り
、
甲
冑

の
試
着
な
ど

海
老
名
市
：
『
か
な
が
わ
名
産
100

2
0
1
4
み
や
ぎ
白
石
市
・

か
な
が
わ
海
老
名
市
物
産
展
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）

●ひな人形（ 7 段）●ワープロ●パソコン●婦人用自転車（26㌅）
●水槽（45×90×45㌢㍍）●１人掛け椅子（ 5 脚）●洋裁用ボディ
（Ｍ）●学習机（木製）●日本人形（ガラスケース入り・高さ50㌢㍍）
●日本人形（ガラスケース入り・高さ40㌢㍍）●ジューサー●ポータ
ブルトイレ（大人用）●三味線（ケース・ばち付き）●三味線（ 2丁
セット・箱入り）●オルガン●鏡台（引き出し付き・110×65×35㌢
㍍）●食卓用折り畳み式木製テーブル●食卓用木製いす（大人用 2脚）
●テレビ台（50×41×115㌢㍍）●スチール製脚立（23×47×88㌢㍍）
●学生用革靴（28㌢㍍）●布製陸上競技用靴（26.5㌢㍍）●スパイク
タイヤ（185-70SR14・ホイール付き）

ゆずってください（買います）

●全自動二槽式洗濯機●電子レンジ●自在かぎ●クラシック音楽オル
ゴール●男子用靴（黒、21・22㌢㍍）●男子用Yシャツとネクタイ
（身長120～130㌢㍍）●半紙●煙突式床暖房ストーブ

山
やま

女
おんな

日記

北
ほっ

加
か

伊
い

道
どう

　湊
みなと

　かなえ 著

関
せき

屋
や

　敏
とし

隆
たか

 文・型染版画

　私の選択は、間違っていたの
ですか。誰にも言えない苦い思
いを抱いて、女たちは、一歩一
歩、頂

いただき

を目指す。新しい景色が
小さな答えをくれる連作長編。

　北の大地をくまなく歩き、自
然と、そこに生きる人びとの暮
らしを詳細に記録した幕末の探
検家・松

まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

。その旅の生
涯をダイナミックに描く。

◇ゆるやかな生き方 五
いつ

木
き

　寛
ひろ

之
ゆき

 著
◇私、勝ちにいきます 竹

たけ

内
うち

　智
とも

香
か

 著
◇憎悪のパレード 石

いし

田
だ

　衣
い

良
ら

 著

◇おっとあぶないかわのなか きむら ゆういち 文　みやにし たつや 絵
◇とっておきの名探偵 杉

すぎ

山
やま

　　亮
あきら

 作
◇虫ロボのぼうけん 吉

よし

野
の

万
ま

理
り

子
こ

 作

㈲
か
め
や
の
創
業
は
半
世
紀
前

の
昭
和
39
年
。
先
代
が
鷲
別
町
で

和
菓
子
専
門
の
店
を
構
え
ま
し
た
。

「
創
業
時
か
ら
味
を
変
え
て
い
な

い
た
い
焼
き
は
、
今
も
根
強
い
人

気
が
あ
り
ま
す
」
と
語
る
の
は
二

代
目
社
長
の
亀か

め

谷や

和か
ず

人と

さ
ん
。
道

内
の
洋
菓
子
店
で
約
10
年
の
修
業

を
経
て
帰
郷
、
本
格
的
な
洋
菓
子

を
登
別
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
、
腕
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

亀
谷
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
、

『
の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
』
を
は
じ
め
、

卵
や
小
麦
な
ど
も
北
海
道
産
の
最

上
級
の
素
材
を
使
う
こ
と
。
地
産

地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
製
品
づ
く
り

が
実
を
結
び
、
平
成
21
年
に
『
極

上
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
』
が
、
平
成

24
年
に
は
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
『
の
ぼ

〜
る
』
が
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
主
力
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
ケ
ー
キ
な
ど
も
含
め
全
て
の
製

品
に
、
手
に
入
る
限
り
の
道
産
原

料
を
使
っ
て
い
ま
す
。
「
道
産
原

料
を
使
う
と
深
み
の
あ
る
味
が
出

せ
ま
す
が
、
洋
菓
子
づ
く
り
に
広

く
使
わ
れ
て
い
る
輸
入
原
料
と
は

性
質
が
違
い
、
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
地
元
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
う
た
め
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
製
品
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
」
と
話
す
亀
谷
さ
ん
。
魅
力
の

あ
る
製
品
づ
く
り
で
お
客
さ
ん
に

幸
せ
を
提
供
す
る
た
め
、
研
究
は

続
き
ま
す
。 【沿革】

昭和39年　創業
昭和45年　有限会社かめや設立

【有限会社かめや】
所 在 地　中央町 4丁目11（アーニス店）
電話番号　88１２８６
事業内容　和菓子・洋菓子などの製造・販売

企業編⑰　㈲かめや
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

ラ
ジ
オ
体
操
会
を
は
じ
め
ま
し
た

願
い
事
、
か
な
う
と
い
い
な

町
内
会
創
立
50
周
年
記
念
と
七
夕
ま
つ
り

絆
が
深
ま
る
手
作
り
ま
つ
り

　

新
和
会
は
、
健
康
増
進
と
世
代
間

交
流
を
目
的
に
、
6
時
30
分
か
ら
ラ

ジ
オ
体
操
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多

い
と
き
に
は
約
100
人
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気
を

吸
い
な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
す
。

　

参
加
者
の
一
人
は
、
『
毎
朝
体
を

動
か
す
と
、
い
つ
も
よ
り
ご
飯
を
お

い
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
』

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体

操
会
は
9
月
13
日
㈯
ま
で
行
い
ま
す
。

　

7
月
7
日
㈪
、
10
年
以
上
続
く
町

内
会
恒
例
行
事
で
あ
る
七
夕
集
会
の

『
笹
飾
り
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
し
、

約
170
人
の
子
ど
も
が
将
来
の
夢
な
ど

を
書
い
た
、
手
づ
く
り
の
笹
飾
り
が

会
場
に
並
び
ま
し
た
。

　

町
内
会
役
員
が
審
査
員
を
務
め
る

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
『
大
好
き
な
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
退
院
で
き
ま
す
よ
う

に
』
と
願
い
を
込
め
た
作
品
が
金
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、

優
和
公
園
広
場
で
約
140
本
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
、
節
目

の
数
字
『
50
』
を
形
作
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
つ
け
る
と
、
参

加
者
の
笑
顔
が
照
ら
さ
れ
、
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
七
夕
ま
つ
り
も
開
催
し
、

参
加
者
が
願
い
を
込
め
て
書
い
た
短

冊
を
100
本
の
笹
に
取
り
付
け
、
七
夕

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

7
月
27
日
㈰
、
今
年
で
9
回
目
を

迎
え
た
手
作
り
ま
つ
り
で
は
、
焼
き

鳥
な
ど
の
露
店
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

が
並
び
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
や
日
本
舞
踊
な
ど
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
掛
け
声

と
と
も
に
、
町
内
を
回
る
子
ど
も
み

こ
し
が
多
く
の
声
援
を
受
け
る
な
ど
、

ま
つ
り
を
通
じ
て
町
会
の
輪
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
和
会

 

会
長　

島し
ま

田だ　

幸こ
う

一い
ち　

　

富
岸
町
内
会

 

会
長　

佐さ

藤と
う　

弘ひ
ろ

子こ　
　

若
草
町
内
会

 

会
長　

伊い

藤と
う　

秀ひ
で

男お　
　

登
別
東
町
第
三
町
会

 

会
長　

本ほ
ん

田だ　
　

宏ひ
ろ
し　
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白老町 室蘭市 伊達市

人のうごき（平成26年7月末日現在）／人口50,704（－15）　世帯25,036（＋13）　（　）は前月比
発行・編集／登別市総務部企画調整グループ　〒059－8701 登別市中央町 6丁目11 ☎0143856586 思0143851108
ホームページ：http://www.city.noboribetsu.lg.jp　Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

　ことしも『だて武者むしゃクーポ
ン』を実施。道の駅などでクーポン
をもらうと、参加店で特典が受けら
れます。アンケートに答えると豪華
賞品も当たります。
◎だて食のフェスティバル

▼  日時　 9月14日㈰・15日㈪ 9時
◎野菜即売会『軽トラ市』

▼  日時　 9月27日㈯・28日㈰ 9時
◎だて農業・漁業・大物産まつり

▼  日時　10月 4 日㈯・ 5日㈰10時
◎問い合わせ　伊達市商工観光課
 （☎ 0 1 4 2 ㉓ 3 3 3 1 ）

第26回しらおいチェプ祭 だて秋の大収穫祭
～総合公園だて歴史の杜～

　アイヌ民族が『カムイチェプ』
（神の魚）と尊んだサケの豊漁に感
謝し、資源を守るまつりです。アイ
ヌ文化伝承と交流の場でもあります。

▼日時　 9月20日㈯10時40分～17時
　　　　　　21日㈰ 9時～15時

▼場所　ポロト湖畔

▼  内容　古式舞踊披露・体験、アイ
ヌ文様刺しゅう体験、アイヌ伝統
料理試食、伝統漁法『マレク』体
験、カラオケ大会など

▼  問い合わせ　白老町生活環境課
 （☎ 0 1 4 4 82 2 2 6 5 ）

スワンフェスタ2014

▼月日　 9月 6日㈯・ 7日㈰

▼場所　室蘭港中央埠
ふ

頭
とう

▼時間・内容
6  日…18時～19時30分　北海道太
鼓フェスティバル、19時30分～
20時10分　花火大会（雨天時は
7日に延期）
7  日…12時～13時、16時～17時　
仮面ライダー鎧

ガイ

武
ム

ショー
6  日・ 7日…11時～大露店街、室
蘭やきとり横丁

▼問い合わせ　室蘭観光協会
 （☎㉓ 0 1 0 2 ）

　登別・室蘭・伊達市民の合同施設見学会です。こ
としは、登別市の施設を見学します。

●日時　 9月17日㈬　10時～15時45分（雨天決行）
●集合場所　登別市役所１階市民コーナー

日時　９月13日土　 9時～21時　　
　　　　　14日日　 9時～16時

場所　登別漁港新港区

内 容　海産物即売、青空市、海上安全大漁祈願祭、
朝揚げ鮭抽選即売会、ビンゴ大会、花火大会、
豊漁もちまき、ステージイベントなど

問い合わせ　同実行委員会・山口さん
 （☎090－1306－1940）

第37回

登別漁港まつり

●定員　14人（定員を超えた場合は抽選）
●持ち物　動きやすい服装と靴・昼食
※ 昼食は持参するか、鬼なびステーション登別とそ
の周辺の飲食店をご利用ください。
●申し込み　 9月12日㈮までに企画調整グループ
 （☎85６５８６）

●見学場所

郷土資料館、キウシト
湿原、鬼なびステー
ション登別、登別漁港、
クリンクルセンター、
太陽光発電所（車内か
ら見学）

三市合同施設見学会


